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この報告書は,南九州西回り自動車道川内道路 (市来 IC～薩摩川内

都 IC間)建設に伴って,平成 10年度から13年度にかけて実施した,

いちき串木野市 (旧 日置郡市来町)に所在する安茶ヶ原遺跡の発掘調査

の記録です。

安茶ヶ原遺跡は,いちき串木野市川上安茶中ほかの人房川に隣接した

台地上に位置し,近 くには,市来式土器の標識遺跡として有名な川上

(市来)貝塚があります。また古代においては, 日置郡と薩摩郡の郡境

にあたる場所でもあります。

本遺跡は,旧石器時代から近世にわたる複合遺跡です。 特に, 8世紀
後半頃に比定される「日置厨」と墨書された須恵器の出土や,中世の四

面廂建物跡をはじめとする多くの建物群が検出されています。これらの

遺構・遺物の存在は,古代から中世の日置郡におけるこの地の重要性を

証明するとともに,考古学のみならず文献史学的にも貴重な資料を提供

しました。

本報告書が,県民の皆様はじめ多くの方々に活用され,埋蔵文化財に

対する関心とご理解をいただくとともに,文化財の普及・啓発の一助と

なれば幸いです。

最後に,調査に当たりご協力いただいた国土交通省鹿児島国道工事事

務所,旧市来町教育委員会,並びに発掘調査に従事された地域の方々に

厚く御礼申し上げます。

平成 19年 3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 宮 原 景 信
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道路建設

所収遺跡名 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

あんちゃがはら

安茶ヶ原

旧石器時代

縄文時代

古墳時代

古代

中世

近世

集石 ,磨石・敲石集積
腰岳産黒曜石剥片集積

土坑

成川式土器 ,布留式模倣甕
須恵器廃棄土坑

貝殻廃棄ピット

四面廂付掘立柱建物跡

溝状遺構 ,古道

土師器埋納遺構

古道

ナイフ形石器 ,台形石器

志風頭式 ,加栗山式 ,中原式 ,

深浦式 ,市来式 ,黒川式

土師甕 ,須恵器 ,墨書土器

内黒土器 ,内赤土器

土師器 ,須恵器 ,瓦質土器

貿易陶磁器

薩摩焼 ,肥前系磁器

遺跡の概要

安茶ヶ原遺跡からは,旧石器から近世にわたる遺物・遺構が出土している。特に,古代
から中世が本遺跡の中心的な時期である。古代では,「 日置厨」と墨書された須恵器が

出土している。また中世では矩形の溝に囲まれるように四面廂建物跡が検出されている。

本遺跡は,古代日置郡と薩摩郡の郡境に立地しており,古代から中世の時期に,こ の地
域において本遺跡が重要な役割を果たしていたことが推測される。



0                           2,000m

第 1図 安茶ヶ原遺跡位置図



例

1 本書は,南九州西回り自動車道川内道路 (市来IC～薩摩川内都IC間)建設に伴う安茶ヶ原遺跡
の発掘調査報告書である。

2 本遺跡は,鹿児島県いちき串木野市 (旧 日置郡市来町)ナキ1上南安茶ヶ原中ほかに所在する。
3 発掘調査及び報告書作成 (整理作業)は ,建設省九州地方局鹿児島国道工事事務所 (現国土交
通省九州地方整備局鹿児島国道工事事務所)か ら鹿児島県教育委員会が受託し,鹿児島県立埋蔵

文化財センターが実施した。

4 発掘調査は,平成10年 1月 18日 から平成14年 1月 29日 まで実施し,整理作業・報告書作成は,平
成16年度から平成18年度にかけて実施した。

5 遺物番号は通し番号とし,本文・挿図・表 。写真図版の番号は一致する。
6 遺構名は記号化し,遺構番号は通し番号とした。各記号の意味は以下の通りである。
SB:掘立柱建物跡,SD:溝状遺構,SF:焼土域・焼土坑,SI:竪穴遺構,SK:土坑,SP:ピ
ット,SR I道跡,SS:集積遺構,SZ:集石,SX:性格不明遺構
7 挿図の縮尺は,各図面に示した。
8 本書で用いたレベル数値は,建設省九州地方局鹿児島国道事務所が提示した工事計画図面に基
づく海抜絶対高である。

9 発掘調査にあたっては,山中敏史氏 (奈良文化財研究所遺物調査技術研究室長),永山修一氏
(ラ ・サール学園教諭)に現地指導をいただいた。

10 発掘調査における図面の作成・写真の撮影は,主 として調査担当者が行い,遺構実測の一部を

株式会社エーテック・株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託したほか,担当職員の指導の

もと臨時職員が行った。空中写真撮影は,有限会社ふじた に委託した。

11 遺構実測図のトレースは,平 美典の指導のもと,主として整理作業員が行った。
12 周辺地形図・トレンチ配置図等のデジタルトレースは,内村伸光・平が行った。

13 遺物の実測は,石丸良輔・木之下悦朗・平の指導のもと,主として整理作業員が行った。

14 石器類の実測・トレースは,株式会社埋蔵文化財サポートシステム・大成エンジニアリング株
式会社に委託し,監修は石丸・平が行った。

15 拓本は,平の指導のもと,整理作業員が行った。

16 遺物観察表の作成 。データ入力は主として木之下・関明恵が行い,平が編集した。

17 遺構内から出土した炭化物の樹種同定及び放射性炭素年代測定は株式会社パレオ・ラボに,貝
殻・動物歯の放射性炭素年代測定をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。対蝸及び赤絵の蛍

光X線分析は,森雄二が行った。

18 遺物の撮影は吉岡康弘が,遺構空中写真の合成は内村が行った。

19 本報告書の執筆は,第Ⅳ章を繁昌正幸が,第 V章第 1節 1,第 4節 1,第 5節 1,第 6節 1,

付編 1-1,付 編 2-1,第 Ⅶ章を繁昌・平が,第 V章第 5節 2,第 6節 2を 関が,その他を平
が執筆した。編集は平が行った。

20 遺物は,鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し,展示・活用する予定である。なお,安茶ヶ

原遺跡の遺物注記の略号はANである。
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至るまでの経過
建設省九州地方建設局 (中央省庁再編により平成13年 1月 より国土交通省九州地方整備局に改称)

は,市来～隈之城間に南九州西回り自動車道川内道路の建設を計画し,事業区内の埋蔵文化財の有

無について鹿児島県教育庁文化財課に照会した。この計画に伴い,文化財課が平成 8年 8月 に市来

ICと 薩摩川内都 IC間 の埋蔵文化財の分布調査を実施したところ,当事業区内には, 8ケ 所の遺

物散布地及び確認調査の必要な地点が所在することが判明した。

事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては,建設省鹿児島国道工事事務所と文化財課の協議

に基づき,鹿児島回道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ,埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

これを受けて,平成10年度から平成15年度にかけて,毎年度,計画的かつ継続的に各遺跡の確認

調査及び本調査を実施し,埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵

文化財センターが実施した。

なお,事業区間内の遺跡の概要については,以下の通りである。

第 2節 遺跡の概要
1 市堀………いちき串木野市港町に所在し,標高約40mの シラス台地上に立地する。調査面積は

3,040だである。縄文～中世,各時代の遺物が出上したが少量であった。縄文時代早期

では,集石 1基 。落し穴と想定される土坑 1基が検出された。遺物は,前平式・貝殻

条痕文土器と磨石等が出土した。晩期では入佐式・黒川式土器が,弥生時代中期では

黒髪式土器が,古墳時代では成川式土器が出上した。古代～中世にかけてのピットが

多数あったほか,溝状遺構 1,焼土域 2ケ 所,土坑10基が土師器・須恵器・陶磁器と

一緒に検出された。また,古墳時代～古代で双孔棒状土錘・管状土錘が出土した。

2 安茶ケ原…いちき串木野市川上に所在し,標高約25mの シラス台地上に立地する。調査面積は

16,000∬である。縄文時代早期・後期の前平式・石坂式 。押型文・深浦式・市来式上

器が出土したほか,晩期の層位から佐賀県腰岳産の黒曜石10点が集中して見つかり,

交流または交易によってもたらされたものと考えられる。そのほか,古墳時代の成川

式上器も出上したが,注 目されるのは古代～中世にかけての遺構・遺物である。「日置

厨」と墨書された須恵器の郭が土坑内に遺棄された状態で出土したほか,矩形に掘り

込まれた溝と, 2棟の四面廂建物跡がほぼ南北に並んで検出された。その東側では,

北側に廂が取り付く片廂建物跡も見つかり, 2間 ×3間 を主とする掘立柱建物跡 5棟

も確認され,須恵器・土師器・陶磁器・染付等多くの遺物も出土している。このこと

から本遺跡は,古代末から中世初期の在地領主層の居宅跡と推定される (本報告書)。

3 菖蒲掛……いちき串木野市上名に所在し,標高約70～75mの台地上に位置する。平成11年 2月

に地形等を考慮して 2m× 3mの トレンチを4ケ 所, 2m× 4mの トレンチを設定し
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て確認調査を実施した。その結果,表層下位はシラスであり,遺物包含層は残存せず,

遺構も検出されなかった。

4 棒城跡……いちき串木野市上名に所在し,五反田川中流域沿いの標高約10mの低地部から標高
約50mの シラス台地上にかけて立地する。遺跡から東へ約800mの ところに坂下城跡が,

西へ約500mの ところに串木野城跡がある。調査面積は約50,700どである。遺跡は台地

部・微高地部・低地部の大きく3つで構成される。台地部からは二面廂付掘立柱建物

跡 2棟のほか,溝状遺構・方形竪穴建物跡・竃 。中世墓等が検出された。微高地部か

らは,石切場跡が検出された。これは鹿児島県で初の調査事例となった。低地部から

は近世墓167基 。良福寺住職の墓石が検出された。また中世ではカムィヤキ 。東播磨系

須恵器・樺番丈・青磁・白磁など中世の外来系土器が多数出上したほか,古代では墨

書・刻書土器も出土した。これらのことから,遺跡は大きく城関連の遺構・石切場 。

寺院関連の遺構で構成され,古代以降において重要な場所であったことが推定される。

5 今熊………いちき串木野市上名に所在し,標高約24～26mの西傾斜面に立地する。平成11年 10
月に地形等を考慮して 2m× 3mの トレンチを5ケ 所設定して確認調査を実施した。そ

の結果,表層下位はすぐに岩盤またはその風化した礫及び粘質化した土壌となってお

り,遺構・遺物は発見されなかった。

6 霜月田……薩摩川内市都町に所在 し,標高約49mの シラス台地上に立地する。調査面積は
ll,000ゴ である。旧石器時代,縄文時代,古代～中世,近世の遺構 。遺物が発見され

た。旧石器時代ではブロックlヶ所が検出され,細石刃・剥片等が出土した。縄文時

代では早期・晩期に各 3基の集石が検出され,前平式・塞ノ神式・押型文土器や石

鏃・石斧・石皿・磨石などが出土した。古代～中世が本遺跡の主となるところで,掘

立柱建物跡 6棟・竪穴建物跡 4基・落し穴 3基・ピット群・焼土域 3ケ 所が検出され,

遺物も土師器・須恵器・陶磁器などが出土した。近世では溝跡や道跡とともに陶磁器

が見つかった。

7 都原………薩摩川内市都町に所在し,標高約50mのシラス台地上に立地する。調査面積は■000ど
である。主に縄文時代早期や古代～中世の遺構 。遺物が発見された。縄文時代早期では

集石 1基,土坑 3基が検出され,石坂式 。手向山式・塞ノ神式上器や石鏃・石斧・磨

石・石皿が出上した。古代では蔵骨器と考えられる 9世紀の須恵器壷が埋納の状態で検

出された。口径10cm。 器高20cmを測る。中世では方形竪穴状遺構 。溝状遺構が検出され

た。方形遺構は内部に炭化材と焼土域が見られた。溝には土師器・青磁・白磁片が出土

した。これらは成枝氏居城の都城跡との関連も考えられる。

8 玉前………薩摩川内市都町に所在し,標高約18mの河岸段丘上に立地する。平成18年 10月 に工
事区域センター杭を基準にして, 5ケ 所のトレンチを設定し確認調査を実施した。そ

の結果,表土中にローリングを受けた土師器の小片が見られたが,表層下位はシラス

及びシラスの二次堆積であり,遺構・遺物ともに発見されなかった。
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表1 南九州西回り自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査遺跡一覧表備来IC～薩摩サ|1内都lC)

番号 遺跡名 所 在 地 ２ｍ
調査面積

調査期間
調 査 員 時代 要概

1 市  堀 いちき串木
野市湊町

3,040

確認

H13.12

全面

H14.5

～H14.7

繁昌

宮田(洋)

石丸。相美

緻
　
熊
献
弛

条痕文土器

黒色磨研土器

成川式上器

土師器甕・双孔状土錘

青磁

※鹿埋セ報告書 (117)2007年 刊行

2 安茶ヶ原 いちき串木

野市川上

16,000

確認

Hll.1

全面

Hll.1

～Hll,3

Hll.5

～Hll.10

H12.5

～H12.8

H13.5

～H14.1

繁昌・栗林

繁昌・栗林

繁昌・野邊

繁昌・元田

繁昌・石丸

旧石器

縄文

古墳

古代

中世

近世

サイフ形石器・台形石器

前平式・加栗山式・深浦・中原式・

市来式土器

成川式上器

土銅器・須恵器・墨書土器・

黒色・赤色土器

掘立柱建物跡。竪穴遺構・溝

状遺構・土師器・貿易陶磁器・

常滑焼

道路状遺構・薩摩焼・染付

※鹿埋セ報告書 (118)本報告書

3 穂城跡 いちき串本

野市上名

50,700

確認

Hll.10

全面

H12.11

～H13.1

H13.5

～H14.3

H14.5

～H15。3

H15.7

～H16.3

前迫・森田

繁昌・森田

平木場。三垣。

石丸・西・松元

森田・抜水・

吉岡・菅牟田

星野・石丸・平

相美

森田。抜水

吉岡・星野・平

旧石器

縄文

古墳

古代

中世

近世

三稜尖頭器・剥片

落し穴・石斧デポ・押型文土器・

黒川式土器

成川式上器

土師器甕・須恵器・黒色土器・

墨書刻書土器

石切場跡・鍛冶遺構・

掘立柱建物跡。中世墓・

五輪塔・青白磁・カムィヤキ。滑石

製品。北宋銭

石切場跡・郷士年寄屋敷跡。

近世墓。一字一石経塚・薩摩焼・

染付

4 霜 月田 薩摩川内市

者卜町

11,000

確認

I112.6

全面

I112.6

～H12.8

H15.6

～H16.2

宮田鮮 )

三垣

宮田鮮 )

三垣

寺原。國師・

石原田

旧石器

縄文

中世

細石刃

集石・貝殻条痕文土器・押型

土器文・撚糸文土器。石鏃・

石斧・石皿

掘立柱建物跡・竪穴遺構・焼

土域・土師器・須恵器。鉄製品

5 都  原 薩摩川内市

都町

5,100

確認

H12.5

全面

H12.5

～H12.6

H14.8

～H14.12

宮田的

三垣

宮田鮮 )

三垣

星野

菅牟田

縄文

古代

∫

中世

集石・土坑・石坂式・手向山

式。貝殻条痕文土器・塞ノ神

式・石鏃・石斧・石皿・磨石

蔵骨器埋納遺構・溝状遺構・

土師器・須恵器・白磁
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第 2図 南九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査位置図
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第Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 調査の経過
建設省九州地方建設局 (中央省庁再編により,平成13年 1月 より国土交通省九州地方整備局)は ,

市来～隈之城間に南九州西回り自動車道川内道路の建設を計画し,事業区内の埋蔵文化財の有無に

ついて鹿児島県教育庁文化財課に照会した。この計画に伴い,文化財課が平成8年8月 に市来ICと 薩

摩川内都IC間の埋蔵文化財に係わる分布調査を実施したところ,8ケ 所の遺物散布地及び確認調査の

必要な地点が所在することが判明した。

事業区間内の埋蔵文化財の取扱いについては,建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所と文

化財課との協議に基づき,鹿児島回道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ,埋蔵

文化財の確認調査及び本調査が実施されることになった。

これを受けて,平成10年度から平成15年度にかけて,毎年度,計画的かつ継続的に各遺跡の確認

調査及び本調査を実施し,埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。

当該事業予定地内には安茶ケ原遺跡ほかが所在することが明らかとなり,こ の結果に基づき,平

成10年 1月 18日 から確認調査を行い,ヲ |き 続き平成11年 1月 18日 ～3月 11日 (実働34日 ),平成11年 5月

10日～10月 29日 (実働106日 ),平成12年 5月 8日 ～8月 30日 (実働74日 ),平成13年 5月 7日 ～平成14年 1

月28日 (実働151日 )に本調査を実施した。整理作業及び報告書刊行は,平成16～ 18年度に行った。

第 2節 調査の組織
【平成 10年度 (発掘調査作業)】

事業主体者   建設省鹿児島国道工事事務所
調査主体者   鹿児島県教育委員会
調査企画・調整 鹿児島県教育長庁文化財課
調査責任者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査担当者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

事務担当者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

所     長
次長兼総務課長

主任文化財主事兼調査課長

調査 課 長補佐

主任文化財主事兼第三調査係長

文 化 財 主 事

文化 財研 究貝

主     査

吉永 和人

尾崎  進
戸時 勝洋
新東 晃一

池畑 耕一

繁昌 正幸
栗林 文夫
政倉 孝弘
溜池 佳子事主
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【平成 11年度 (発掘調査作業 )】

事業主体者   建設省鹿児島国道工事事務所
調査主体者   鹿児島県教育委員会
調査企画・調整 鹿児島県教育長庁文化財課
調査責任者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査担当者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

事務担当者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

所     長
次長兼総務課長

主任文化財主事兼調査課長

調査 課長補佐

主任文化財主事兼第三調査係長

主任文化財主事

文 化 野 主 事

文 化 財 主 事

総 務 係 長

主     査

吉永 和人
黒木 友幸
戸崎 勝洋
新東 晃一

青崎 和憲
牛ノ濱 修
繁昌 正幸
野邊 盛雅
有村  貢
今村孝一郎

調査担当者

事務担当者

【平成 12年度

事業主体者

調査主体者

調査企画・調整

調査責任者

調査企画者

(発掘調査作業 )】

建設省鹿児島国道工事事務所

鹿児島県教育委員会

鹿児島県教育長庁文化財課

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所     長
次長兼総務課長

主任文化財主事兼調査課長

調査課長補佐

主任文化財主事兼第三調査係長

文 化 財 主 事

文化財研 究員

総 務 係 長

主     査

主任文化財主事兼調査課長

調査課長補佐

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

井上 明文
黒木 友幸
新東 晃一

立神 次郎
牛ノ漬 修

繁昌 正幸
元田 順子
有村  貢
今村孝一郎

【平成 13年度 (発掘調査作業 )】

事業主体者   国土交通省鹿児島国道工事事務所
調査主体者   鹿児島県教育委員会
調査企画・調整 鹿児島県教育長庁文化財課
調査責任者   鹿児島県立埋蔵文化財センター 所     長
調査企画者   鹿児島県立埋蔵文化財センター 次長兼総務課長

井上 明文
黒木 友幸
新東 晃一

立神 次郎
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調査担当者

事務担当者

調査指導者

【平成 16年度

整理主体者

整理責任者

整理企画者

主任文化野主事茉第三調査係長 牛ノ漬 修

鹿児島県立埋蔵文化財センター 文 化 財 主 事       繁昌 正幸
文化財研究貝       石丸 良輔

鹿児島県立埋蔵文化財センター 総 務 係 長        前田 昭信
主     査       今村孝一郎

奈良文化財研究所       遺物調査技術研究室長     山中 敏史

ラ・サール学園        教     諭        永山 修一

(整理作業)】

鹿児島県教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

整理担当者

事務担当者

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所     長        木原 俊孝
次長兼総務課長        賞雅  彰

調 査 課 長        新東 晃一

調査課長補佐       立神 次郎

主任文化財主事兼第三調査係長 牛ノ漬 修

文 化 財 主 事        石丸 良輔
総 務 係 長        平野 浩二

主     査       脇田 清幸

上今 常雄
有川 昭人
新東 晃一

立神 次郎

牛ノ漬 修

繁昌 正幸
木之下悦朗

平野 浩二

寄井田正秀

【平成 17年度 (整理作業)】

整理主体者   鹿児島県教育委員会
整理責任者   鹿児島県立埋蔵文化財センター 所     長

整理企画者   鹿児島県立埋蔵文化財センター 次長兼総務課長
次長兼調査第一課長

調査第二課長

主任文化財主事兼

調査第二課第二調査係長

主任文化財主事

整理担当者   鹿児島県立埋蔵文化財センター 文 化 財 主 事

整理事務担当者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 主幹兼総務係長
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【平成 18年度 (報告書作成作業)】
作成主体者   鹿児島県教育委員会
作成責任者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

作成企画者   鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長 (～ 7月 31日 )

(～ 8月 1日 )

次長兼総務課長

次     長
調査 第二課 長

主任文化財主事兼

調査第二課第二調査係長

主任文化財主事

文化財研 究員

総 務 係 長

主     査

作成担当者

作成事務担当者

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

上今 常雄
宮原 景信
有川 昭人
新東 晃一
立神 次郎

牛ノ漬 修
宮田 栄二

平  美典
寄井田正秀

蒲池 俊一

【報告書作成検討委員会】平成18年 12月 15日 宮原所長ほか 12名
【報告書作成指導委員会】平成18年 12月 14日 新東次長ほか 3名
【企  画  担  当】繁昌 正幸。中村 和美

第 3節 調査の概要
(1)平成10年度の調査

平成10年度は,平成11年 1月 18日 ～ 3月 11日 にかけて,実働34日 間でトレンチ確認調査500∬・全
面調査2,500どの計3,000ゴの調査を行った。

A～ I_1～ 6区 :ト レンチを7ケ 所設定して確認調査を行った。削平を受けたところが多く,ほ
とんどのトレンチの表土下はシラス層であったが,D‐ 2,E・ F-3区のトレンチでは遺物の出土が
確認されたことから,こ の部分に関してはトレンチを拡張して調査を行った。調査の結果,遺物が
出土する土層中に礫が多いことから,こ れらの遺物は谷間を流れてきた遺物と判断し,遺物の採集
を行って調査を終了した。

B～ G-5～ 13区 :重機によって表土を除去した後,人力により掘 り下げを行った。縄文～近世に

かけての遺構・遺物を検出した。D-12区 の土坑中より8世紀後半～ 9世紀前半頃と思われる須恵器

の碗 2点 と郭 1点が出土し,こ のうち杯の底部外面に「日置厨」の墨書が記されていた。Ⅲ層の調

査終了後, トレンチを10ヶ 所設定し,下層の確認調査を行ったが,Ⅲ層以下の層からは遺構・遺物

等は確認されなかった。

(2)平成11年度の調査

平成11年度は,平成H年 5月 10日 ～10月 29日 にかけて,実働106日 間で3,000ゴの全面調査を行っ
た。

D～ G-14～ 17区およびB～ H‐ 18～ 24区の全面の表土を重機を用いて剥ぎ取り,ご く一部に残存す
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るⅡ層黒色上の遺物包含層を調査した後,Ⅲ層アカホヤ層上面を清掃し,遺構検出を行った。その

結果,多数のピット及び土坑等の遺構が検出された。 F‐16区から1棟,Eぃ 18区から1棟の計 2棟の

四面廂建物跡が確認された。四面廂建物跡の並び方向は同一である。また,F‐15区より掘立柱建物

跡 1棟,F・ G‐ 16。 17区 より掘立柱建物跡 2棟が確認され,その他にFoG-15～ 17区 ,B～ G-18

～21区,E～ G-21～ 23区 ,B・ C‐20～22区からそれぞれ溝状遺構が検出された。溝状遺構は四面廂

建物跡より時期が若千下ると思われるものの,建物を取り囲むように検出された。

遺物は縄文早期～後期にかけての土器片や磨製石斧,石錘,敲石,磨石等が出土し,古代～近代

にかけては,土錘,土師器,青磁,陶磁器等が出土した。遺物取り上げ,遺構実測終了後, トレン

チを設定し,Ⅵ～Ⅷ層の下層確認調査を行った。その結果,V層 より縄文早期の土器片が数点と,

黒曜石が数点確認されたため,調査範囲を広げて掘り下げを行った結果,自 然流入と思われる黒曜

石が数十点出土したものの,土器,石器は出土しなかった。

(3)平成12年度の調査

平成12年度は,多 くの柱穴及び建物跡がある本遺跡の性格と作業効率を考慮し,未買収地を数ヶ

所含む昨年度調査区の隣接地を避け, 5月 8日 ～ 8月 30日 にかけて,実働74日 間で2,000∬の全面調

査を行った。

未買地・保安林及び生活道路を除くB～ H-27～ 32区の全面について,表土を重機を用いて除去し,

Ⅲ層アカホヤ層上面を精査して遺構検出を行った。その結果,近世から近代のものと思われる古道

跡 3条,焼土域 4ケ 所,土坑を検出し,写真撮影・実測を行った。その後Ⅲ層の掘り下げを行い,

古墳時代の成川式上器が多数出上した。Ⅲ層の遺物包含層を調査した後,Ⅲ層下部で揃えて精査し

,た ところ,調査区全域にわたって多数の上坑・ピットを検出した。それらを完掘した後,業者に委

託して航空撮影 。遺構実測を行った。その後 トレンチを設定し,下層の確認調査を行った。その結

果,縄文時代早期の上器片や磨製石斧・敲石・磨石等を含む包含層が調査区全域に存在することを

確認したため,Ⅳ層以下の掘り下げを行い,さ らに下層の確認調査を行った。

(4)平成13年度の調査

平成13年度の調査は, 4年度にわたる調査の最終年度にあたっていたが,調査箇所が大きく3地

点に分断していたうえに,調査開始段階で買収が完全には終了していなかったため,未買収地を避

けてたびたび調査地点を変更しなければならず,結果として効率のよくない調査を余儀なくされた。

また工事の実施計画の変更などにより,調査が若干遅れ気味となった。

調査は平成13年 5月 7日 ～平成14年 1月 28日 にかけて実施し,実働 151日 間で8,000ど を調査した。

調査の方法としては,調査地点をA・ B・ Cの 3地点に大きく分け,それぞれをさらに調査順序に

従ってA‐ 1,A‐ 2と いうように細分して行った。表土は重機で除去し,それ以後は人力で掘り下げ

を行った。ジヨレンを用いて建物の柱穴や溝などの遺構を精査し,遺構は移植ゴテなどを用いて丁

寧に掘 り下げ,実測や写真撮影を行った。無遺物となる層まで掘り下げを行い,その後 トレンチを

設定して下層確認のための調査を行い,旧石器などの遺物がないかの確認を行った。この作業を各

地点ごとに繰り返して調査を行った。
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検出した遺構としては,古代から中世 (一部近世)にかけての柱穴が多数あったほか,それらが
まとまった建物として復元しうるものとして,掘立柱建物跡 1棟・片廂建物跡 1棟 。中世と考えら
れる方形竪穴建物跡 1基・中世～近世と思われる溝状遺構 2条 と古道跡 4条が確認された。また,

遺物としては,縄文時代早期の前平式・石坂式・吉田式・条痕文系土器などが出土したほか,同時
期と考えられる石皿や磨石,局部磨製石斧が出上した。縄文時代晩期には入佐式上器と思われる粗
製深鉢や黒曜石製の石鏃,磨製石斧が出土している。そのほか古墳時代のものとして成川式上器 ,
古代の土師器奏 。郭・皿のほか,中近世の青磁や染付・陶器・磁器が出土した。下層確認調査の結
果,旧石器時代の遺構・遺物は検出されなかった。

第 4節 発掘調査の経過
発掘調査の経過は, 日誌抄より略述する。

(1)平成10年度の調査
1月 (18～ 29日 )

18日 より平成10年度発掘調査開始,表土除去,確認 トレンチを7ケ 所設定 (lT～ 7T), Ⅱ層黒色
土は0～8cm程度と薄く,特に東側ではあまりみられない。低地部3ト レンチ拡幅, トレンチ配置図
作成 。遺物取 り上げ,南側低地中腹部の トレンチ埋め戻し,市来町・串木野市に作業員追加募集を
依頼

来訪者 :吉永和人所長 (埋文センター)

2月 (1～26日 )

前半は大雪や霜等により作業が滞る。4日 より作業員7名 を追加雇用。B～ G-9～ 13区 :Ⅲ・Ⅳ層掘

り下げ 。遺物取り上げ,遺物は台地南端よりも北側へかけて多く出土する。焼土・ピット・溝状遺

構検出掘り下げ・平板実測,低地部 トレンチ埋め戻し

17日 :県文化財保護審議委員河口貞徳先生現地指導

来訪者 :河口貞徳氏 (県文化財保護審議委員),尾崎進次長・新東晃一調査課長補佐 (埋文センタ
ー),新町正氏・宮司氏 (市来町教育委員会),西村健一氏 (別府大学学生)
3月 (1～10日 )

C～ E-10～ 13区 :Ⅲ層掘り下げ・遺物取り上げ・ピット掘り下げ 。実測,3日 須恵器集積土坑を
検出し,その中に “日置厨"と墨書された郭を発見。その後掘り下げ・写真撮影 。実測,2～ 8T掘

り下げ 。遺物取り上げ,1～ 8T土層断面写真撮影 。実測,10日 平成10年度発掘調査終了
来訪者 :吉永和人所長 (埋文センター),西村健一氏 (別府大学学生),帖佐秀人氏

(2)平成11年度の調査

5月 (10～ 28日 )

10日 より平成11年度発掘調査開始,C～ G‐14～ 22区 :Ш層掘り下げ 。遺物集中箇所写真撮影 。遺
物取 り上げ,溝状遺構検出 。遺構内遺物取 り上げ・平板実測・掘 り下げ,B～ G‐ 14～ 18区 :ピ ット
検出・検出状況写真撮影・平板実測 。掘 り下げ,土師皿埋納土坑検出,上坑掘り下げ,掘立柱建物
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跡実測

来訪者 :黒木友幸次長 (埋文センター)

6月 (1～30日 )

溝状遺構 1～ 3掘 り下げ・遺物取り上げ 。写真撮影・遺構実測,掘立柱建物跡検出掘り下げ,四

面廂建物跡ピット平断面実測,ピ ット検出作業,成川式土器集中箇所実測,土坑掘り下げ,硬化面

検出作業

来訪者 :県文化財課長,新町正氏 (市来町教育委員会),出口浩氏 (鹿児島市教育委員会)

7月 (1～27日 )

B～ G-14～ 23区 :ピ ット・土坑・溝掘り下げ 。実測,貝殻ピット実測,土師器集中箇所,土師器

廃棄土坑完掘・写真撮影・実測,Ⅲ層掘り下げ・遺物取り上げ

来訪者 :吉永和人所長 (埋文センター),中島係長 (川内市教育委員会)

8月 (2～27日 )

B～ H‐18～24区 :ピ ット・土坑・古道跡検出・掘り下げ 。実測,溝状遺構 2～ 5精査, Ⅱ oⅢ 層

掘り下げ・遺物取り上げ

来訪者 :池畑耕一氏 (県文化財課),寺追子供会

9月 (1-28日 )

C～ G‐ 13～20区 :Ⅲ層掘 り下げ,E～ G-14～ 20区 :ピ ット・土坑精査・掘り下げ・実測,7日  空

中写真撮影,コ ンタ実測,1～ 13ト レンチ掘り下げ・写真撮影・遺物取り上げ,四面廂建物ピット半

裁

10月 (4～27日 )

1・ 3・ 7・ 8・ 13・ 14ト レンチ掘り下げ・遺物取り上げ・ トレンチ配置図作成,西側南北拡張区掘

り下げ・遺物取り上げ,四面廂建物ピット半載,撤去作業,27日  平成11年度発掘調査終了

(3)平成12年度の調査

5月  (8～ 26日 )

8日 より平成12年度発掘調査開始,表土剥ぎ,グ リッド杭打ち,B～ G-29～32区 :Ⅲ層掘り下げ・

遺物出土状況写真撮影・遺物取り上げ,C～ G-30～ 32区 :古道検出・平板実測 。掘り下げ・遺構実

測,F-32区 :石皿実測,D～ F-31・ 32区 :ピ ット検出・平板実測・半裁,F‐32区 :石皿出土状況実測 ,

D～ G-30～32区 :焼土域写真撮影

来訪者 :井上明文所長・立神次郎調査課長補佐 (埋文センター),市来町教育委員会社会教育課

長・新町正氏・西村氏 (市来町教育委員会)

6月 (1～28日 )

C～ G‐28・ 29区 :Ⅲ層掘り下げ・遺物取り上げ,B～ G-28～ 32区 :コ ンタ図作成,D-29区 :焼土坑

掘り下げ・完掘・写真撮影,D～ G-30～32区 :ピ ット掘り下げ・ピツト実測委託,E・ F-30区 :焼土

域半載,E～ G-28・ 29区 :遺構検出作業・遺構実測委託,E～ G-28。 29区 :土坑断面写真撮影,E～

G-30区 :古道半裁・断面実測 。完掘・写真撮影,E-30区 :焼土坑・黒色埋土土坑掘り下げ・完掘
・

写真撮影 。実測,F'G-29～ 32区 :ピ ット平・断面実測,C～ E-30区 ・E‐28・ 29区・E～ G-30区 :土
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層断面実測,27日 空中写真撮影
来訪者 :井上明文所長 (埋文センター),帖佐秀人氏
7月  (3～ 28日 )

C-29区・F・ G-29～ 32区 :Ⅳ・V層掘 り下げ・遺物取り上げ,E-30区 :焼土写真実測委託,F・ G―
29,30区 :集石検出・写真撮影・実測,G-29区 :磨石デポ写真撮影・平・断面実測,G-30区 :V層

以下の下層確認調査,G区北壁土層断面実測,来年度調査区の確認調査・土層断面実測・完掘状況
写真撮影

来訪者 :柴田博子氏 (宮崎産業経営大学),永山修一氏 (ラ・サール学園),西久保氏 (市来町保
健福祉課)

8月 (1～25日 )

B～E-28～ 32区 :Ⅳ ・V層掘り下げ・遺物取 り上げ,D-29区 :石皿出土状況実測,D-30区 :3号

集石検出状況写真撮影,Eぃ30区 :2号集石平断面実測,F・ G‐29・ 30区 :1号集石平断面実測,下層
確認 トレンチ設定 (lT～4T)。 掘り下げ・写真撮影・遺物取り上げ・土層断面実測,来年度調査用
杭 (逃げ杭)設定,25日 平成12年度発掘調査終了

(4)平成13年度の調査
5月  (7～28日 )

5日 より作業開始,B地点道路部分表土除去・Ⅲ層検出 。遺構検出作業 。平板実測・掘 り下げ,
A・ B地点グリッド杭・レベル杭設定,C-23～ 26区 :ト レンチ設定・掘 り下げ・土層断面実測,B・

C‐22～ 27区 :Ⅲ～V層掘り下げ・遺物取 り上げ,遺構実測・写真撮影,横転写真撮影・実測・断ち
割り,B‐27区 :集石平断面実測・取り上げ,c・ D‐22・ 23区 :土坑掘 り下げ・写真撮影,焼土域実
測・掘り下げ・写真撮影,10日  文化財保護審議会委員 7名視祭,28日 より長期研修講座実習 (日
吉町教育委員会馬場学氏)

来訪者 :井上明文所長 (埋文センター),新町正氏 (市来町教育委員会)
6月 (1～28日 )

C‐15～ 17区 :IoⅢ層掘り下げ・遺構検出作業,A‐1地点 :遺構検出作業・平板実測,溝状遺構掘
り下げ・遺物取り上げ・ベルト断面実測,ピ ット掘り下げ・実測,コ ンタ図作成,A‐3地点 :Ⅱ ・Ⅲ

層掘 り下げ・遺物取り上げ,ピ ット掘り下げ 。実測,土坑・方形竪穴等ベルト設定
長期研修講座実習 (日吉町教育委員会馬場学氏 :8日 まで,川内市教育委員会鮫島氏 :18日 から)
来訪者 :新町正氏 (市来町教育委員会)

7月 (2～26日 )

A-1地点 :Ⅲ・Ⅳ層掘り下げ,ピ ット実測,D‐ 13区 :貝殻ピット写真撮影・半裁,E‐ 13区 :須恵器
ピット写真撮影 。平断面実測, トレンチ設定 。掘り下げ,A-2地点 :表土除去, Ⅱ・Ⅲ層掘り下げ・

遺物取 り上げ,溝状遺構・ピット掘 り下げ,溝状遺構内遺物写真撮影・遺物取 り上げ・断面実測 ,

全景写真撮影,A‐3地点 :Ⅱ ・Ⅲ層遺物取り上げ,平成11年度調査四面廂建物跡再検出,ピ ット掘り
下げ ,実測,土坑・方形竪穴遺構ミニトレンチ掘り下げ・遺構内遺物取り上げ, コンタ図作成,12
日 空中写真撮影,長期研修講座実習 (中種子町教育委員会野平氏 :19日 から)
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来訪者 :池畑耕一氏 (県文化財課)

8月 (1～28日 )

A-1地点 :Ⅲ層掘り下げ, トレンチ設定 。掘り下げ・遺物取り上げ・断面写真撮影・実測,只殻ピ

ット写真撮影・実測,A-2地点 :表土除去, Ⅱ・Ⅲ層掘り下げ,コ ンタ図作成,溝状遺構掘り下げ・

遺物取り上げ,ピ ット完掘,道路部分グリッド抗設定,A‐3地点 :Ⅲ oⅣ層掘り下げ・遺物取り上げ,

方形竪穴掘り下げ・写真撮影 。実測・遺物取り上げ,土坑掘り下げ 。写真撮影・実測,只殻ピット

内只殻取り上げ,ピ ット掘り下げ・写真撮影・実測, トレンチ設定 。掘り下げ・断面写真撮影 。実

測,1日 奈良文化財研究所山中敏史先生調査指導,10日  ラ・サール学園永山修一先生調査指導
来訪者 :山中敏史氏 (奈良文化財研究所),永山修一氏 (ラ・サール学園),橋口尚武氏

9月 (3～26日 )

A-2地点 :Ⅲ・Ⅳ層掘り下げ 。遺物取り上げ,遺構平板実測,掘立柱建物跡写真撮影・実測,方形

竪穴写真撮影,土坑遺物取り上げ・平断面実測,ピ ット完掘・実測,コ ンタ図作成, トレンチ設

定・掘り下げ 。遺物取り上げ・土層断面実測・写真撮影,A‐3地点 :遺物取り上げ,方形竪穴遺構ピ

ット完掘,BoC地点 :伐採・表土除去,長期研修講座実習 (菱刈町教育委員会原田氏 :3日 ～26日 )
10月 (1～24日 )

大-2地点 :ト レンチ掘り下げ・写真撮影・土層断面実測,ピ ット半裁,二面廂建物跡ピット検出,

掘立柱建物跡写真撮影,土坑完掘・写真撮影,B-2地点 :表土除去,Ⅲ層掘り下げ・遺物取り上げ,

溝状遺構掘り下げ 。写真撮影,土坑掘 り下げ,ピ ット掘 り下げ・平板実測,コ ンタ図作成,C地
点 :Ⅲ・Ⅳ層掘り下げ・遺物取り上げ,グ リッド設定,遺構検出作業,遺構配置図作成,古道検出

作業,土坑掘り下げ,ピ ット掘り下げ,コ ンタ図作成

来訪者 :井上明文所長 (埋文センター)

11月  (5～26日 )

B‐2地点 :Ⅲ層掘り下げ,C地点 :グ リッド杭設定,Ⅲ ～V層掘り下げ・遺物取り上げ,石皿デポ

実測,土坑実測, トレンチ設定・掘り下げ・遺物取り上げ・写真撮影・断面実測,ピ ット内遺物取

り上げ

来訪者 :中元監察官 (国土交通省鹿児島国道事務所)

12月 (3～26日 )

B‐2地点 :Ⅲ ・Ⅳ層掘り下げ・遺物取り上げ 。遺構検出作業,土坑掘り下げ・完掘,ピ ット半裁・

完掘,コ ンタ図作成,溝状遺構掘り下げ・断面写真撮影・完掘,遺構平板実測,平成11年度調査四

面廂建物跡再検出,20日 空中写真撮影
1月 (7～29日 )

B-2地点 :Ⅲ・Ⅳ層掘り下げ ,遺物取り上げ,ト レンチ設定・掘り下げ・写真撮影・土層断面実浪1,

C‐2地点 :表土除去,Ⅲ ・Ⅳ層掘り下げ・遺構検出作業・遺構平板実測,平成ll年度調査四面廂建物

跡南北方向断ち割り。断面写真撮影・断面実測,作業道具等撤収作業,埋め戻し,29日  安茶ヶ原
遺跡発掘調査完了
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第 5節 整理・報告書作成事業の概要
安茶ヶ原遺跡の報告書作成事業に伴う整理作業については,平成10～ 13年度の発掘調査時におい

ても遺物の洗浄 。注記等の作業を行っていたが,本格的な作業は平成16～ 18年度にかけて実施した。

各年度の作業の内容は以下の通りである。

(1)平成16年度の整理作業

遺物の洗浄・注記,遺物の分類・接合・補強,図面整理・遺構配置全答図の作成,遺構図下図作

成,石材分類,一部石器の実測委託

(2)平成17年度の整理作業

遺物の分類・接合・補強,実測遺物の選別・遺物実測,石材分類,石器分類

(3)平成18年度の整理・報告書作成作業

遺物実測,石器実測委託,遺物 トレース・遺構 トレース,拓本・拓本貼り,遺物出土状況デジタ

ル入力,遺物出土状況座標データ。遺物分類データ入力,遺物復元・色塗り,写真撮影, レイアウ

ト,文章執筆

なお,報告書作成にあたって以下の方々に指導・助言をいただいた。

池畑耕―・板倉有大・内村光伸・黒川忠広 。相美伊久雄 。中村耕治 。東 和幸 。前迫亮―・三垣
恵一

開通した西回り自動車道と遺跡近景
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第Ⅲ章 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

第 1節 遺跡の位置と地理的環境
1-1 安茶ヶ原遺跡といちき串木野市の位置

安茶ケ原遺跡は,鹿児島県いちき串木野市川上安茶中ほか (北緯31° 41′ 56″ ,東経130° 17′

56〃 )に所在する。いちき串木野市は薩摩半島西北西端に位置し,111.88km2の行政区域をもつ。北

は八重山山塊によって薩摩川内市と境を接し,東は同じく薩摩川内市と,南東を日置市,西は東シ

ナ海に面している。安茶ヶ原遺跡は八房川を3kmほ ど遡った南岸沿いの河岸段丘上に立地する。上

流 lkmほ どのところに,市来式土器の標識遺跡として著名な川上 (市来貝塚)がある。またこの地

は,古代日置郡と薩摩郡の郡境にあたる場所でもある。

1‐2 いちき串木野市の地形・地質の概要
いちき串木野市域は,平成の大合併前の行政区域境となる八房川によって,北部地区 (旧串木野

市域)と南部地区 (旧市来町域)に三分される。人房川の主流は矢岳の北東斜面にその源を発し,

旧市来町域に入って川上地区の中央を西へ貫流し東シナ海に注いでいる。二級河川で,主流の全長

は約20kmである。支流を含めると,八房川の市内における流路合計は約22.8kmと なる。これらの川

は流域に狭い谷底低地を形成し,八房川主流の下流では広い三角洲の低地を形成している。北部は

標高519mの弁財天山をはじめ,平原山・冠岳など500m前後の山地が東西に連なり,中薩・北薩の

分水界をなす。南部は,北束の川上地区と日置市と境を接する東側に山地が多く,西側の人房川下

流と南西の大里川下流に低地が開けている。市域は,全般的に火山性岩類からなり,安山岩を主と

する火山岩が分布する山岳地帯と,こ れを取り囲んだかたちのシラス台地とが大部分を占める。い

ちき串木野市域の山地は,以下のように区分される。

①平原火山地 :薩摩川内市の平原山(505,9m)主 峰とする火山地で,中心部が中起伏,周辺部が小

起伏となる。

②冠岳火山地 :いちき串木野市の冠岳 (516.6m)を 中心とする中起伏火山地で,東北東方向に走る

断層に支配された急斜面が多く存在する。

③矢岳火山地 :いちき串木野市と日置市の境にある矢岳 (410。 2m)を中心とする中起伏火山地。

北部は人重山山塊に属する冠岳・弁野天等の旧期火山群から成る。南部は,山地では旧串木野市

域境に位置する行司ヶ塚 (418.6m)と 矢岳が最も高く,こ れらは矢岳火山地に含まれる。矢岳火山

地を四分して,八房川およびその支流の広野川と福ヶ野川が流れている。この 3つの河川は矢岳火

山地を浸食して深い谷を作 り,その流域は30度以上の急傾斜となっている。矢岳火山地の縁辺に,

標高200mほ どの小起伏の市来火山地が広がる。この地域は,第三紀後半 (約 3000万年前)から第四

紀更新世にかけて激しい火山活動があり,ローム・二次シラス・シラス・溶結凝灰岩・安山岩など

の火山性岩石が分布している。ロームは沖積層を除き全域を薄く覆って分布している。溶結凝灰岩

は河谷を埋めて分布するほか,南部ではシラスの下部に普通的に見られる。外観および生成時期の

異なった少なくとも4つ以上の溶結凝灰岩が存在するが,同 じ溶結凝灰岩でも岩相が変化し一定し

L
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<凡 例 >

‐  中起伏火山地

□  小起伏火山地

E正三]火山麓地

|||1 
丘陵地

区正三]火 山灰台
地 (シ ラス合地 )

||1日  溶岩合
地および溶結凝灰岩台地

国藝国園 砂礫合
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□  谷底平野

||1日  
三角州および海岸平野

□  砂
浜

□  自然堤防

■ ■
崖

第 5図  いちき串木野市周辺地形分類図
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第 6図 いちき串木野市周辺表層地質図
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ていない。比較的低い位置に広範囲にわたって分布するため,土地の垣根石 。土台石などとして利
用されている。安山岩は最も広く分布している。

北部では,角閃石安山岩よりなる凝灰角礫岩が分布しているが,五反田川右岸部では熱水変質を

受け粘土化・珪化・変色が進んでいる。南部では輝石安山岩が分布する。これらの山地には,熱水
変質を受け,金・銀の鉱脈を胚胎するところがあり,古 くから産金地として知られている。北部の

芹ヶ野地区には,輝石安山岩中の裂力を充填した浅熱水性の含金銀石英方解石脈の金属鉱床が広が

り,近年まで串木野鉱山が操業されていた。

台地は,溶岩台地・シラス台地・砂礫台地がある。溶岩台地は,北部の平原火山地に多く見られ
る。シラスは五反田川・八房川流域を中心に台地をつくってかなり広 く分布するが,河川の浸食を

受け,狭長な台地面として存在することが多い。北部では南西部に低いシラス台地が広がり,南部
では市来火山地の縁辺にシラス台地が散在する。砂礫台地は段丘として現れることが多く,二次シ

ラスより成る低い台地が多いのが特徴である。これらの台地は「原 (はい)」 と呼ばれ,畑地として

利用されている。

低地は,東シナ海に面して存在し,各河川の縁辺に谷底平野にあたる小低地が散在している。北

部では五反田川下流域に低地が広がり,南部では,人房川および大里川 。重信川の下流に三角洲と

して発達した低地が広がる。このほか,人房川 。大里川の主流とその支流および重信川の流域に谷

底低地がある。五反田川・八房川河口部では,浸食された溶結疑灰岩上に段丘砂礫層が重なり,そ
れぞれ旧串木野市・旧市来町の市街地がその上に広がっている。五反田川・八房川・大里川その他

の中小河川流域に粘土・砂などの未固結堆積物が分布する。東シナ海に面した海岸域には,砂が砂
丘を構成して分布する。この砂丘は, 日本三大砂丘の一つに数えられる吹上浜砂丘の北端部にあた

り,大里川下流に発達した三角洲の西側は,吹上砂丘の北端として砂地の自然堤防を形成し,その

外縁は東シナ海に接している。なお,いちき串木野市域では固結堆積物の分布は見られない。

山地・丘陵地の上壌は褐色森林土壌が主で,一部に黒色火山灰の黒ボク土壌が見られる。シラス

台地は火山灰に覆われ,黒ボク土が存在し,一部には未熟土も分布している。沖積地帯にはシラス

や安山岩等の風化物を母材とする灰色低地上やグライ土壌が広く分布し,一部には泥炭上の分布も

認められる。また海岸部には,吹上浜砂丘から続いた砂丘未熟土も見られる。

【参考文献】

米谷静二 1974「地形分類」『鹿児島地域開発地域土地分類基本調査 川内』鹿児島県
露木利貞ほか 1974「表層地質」『鹿児島地域開発地域土地分類基本調査 川内』鹿児島県
市来町郷土史編纂委員会編 1982『市来町郷土史』市来町

中原尚文 1982「市来町」「串木野市」F鹿児島県風土記』鹿児島県書店組合
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第 2節 歴史的環境
いちき串木野市では,こ れまで大規模な事業がなかったために,本格的な発掘調査はあまり行わ

れてこなかった。しかし,南九州西回り自動車道が本市を通過することに伴う調査によって,近年

大規模な調査が行われるようになり,少しずつではあるが,こ の地域の様相が明らかになりつつあ

る。

旧石器時代の調査は多くはないが,大里の松尾平遺跡で台形石器やナイフ形石器が出土し,これ

らはAT堆積以降のものと考えられている。また,北部上名の棒城跡から三稜尖頭器が出土したほか,

本遺跡からも明確な包含層は確認されなかったものの,狸谷型のナイフ形石器をはじめ,台形石

器・三稜尖頭器等が出上しており,旧石器時代の遺跡が存在したことが伺われる。

縄文時代では,川上の瀧ノ段遺跡で草創期の上器とともに細石刃や舟形配石炉,石鏃等が出上し

ており,初期定住の様相を知る上で貴重な遺跡である。特に石鏃は41本と,こ の時期としては群
を抜いて多く注目される。川上の中組・八房川沿いの河口から約 4kmほ どの台地上には川上 (市来)

貝塚がある。川上 (市来)貝塚は古くからその存在が知られており,大正10年 (1921)に 山崎五十

麿氏,昭和36年 (1961)に は河口貞徳氏により調査が行われている。36年の発掘調査では人骨が 3

徐出土したほか,多数の上器・石器・骨角器等が出土した。出上した土器は市来式上器として型式

設定され,縄文後期に位置付けられた。平成 6年に県指定文化財に指定されている。

弥生時代の遺跡はほとんど確認されていない。しかし,市ノ原遺跡で,弥生早期～前期の遺物や

住居跡等が検出され,本遺跡からも少数ながら突帯文土器や前期の丹塗磨研壷が出上していること

から,こ の地域に弥生早期～前期を中心とした集落跡が点在していた可能性が推測される。古墳時

代も明確な遺構は確認されていないが,安茶ヶ原遺跡では多数の成川式上器が出土している。また

大里田圃遺跡からは,成川式土器の壺等多数の遺物が採集されており,大里川の流域にも古墳時代
の集落跡が存在した可能性がある。

古代になると市来院が設置されるが,おおよそ現在の市南部域 (旧市来町)と 日置市東市来町に

またがる範囲であったと推定されている。市ノ原遺跡第 1地点では,多数の墨書土器や掘立柱建物

跡が出土しており,公的施設が存在した可能性が想定されている。また伝承では,奈良時代後期

(770年代)に大蔵正房が市来院の院司となり,大里の鍋ヶ城を中心に西薩に権勢をふるったと言わ

れる。平安時代になると『延喜式』に駅名として「市来」の名が登場する。しかし,こ れは具体的

位置が現在のところ不明である。また,古代の官道の想定ルートからも,市来地域に想定すること

は難しいとされる。

鎌倉時代の寛元二年 (1244年 ),院司である大蔵氏の道阿弥陀仏が,孫の惟宗政家に市来院の院司

職を譲って以降は,惟宗姓市来氏が市来院の領主として代々相続するようになった。大里の鍋ヶ城

の真向かいに,市来氏の菩提寺として建立されたと推測されている来迎寺跡があり,三代時家,四

代氏家,五代忠家,六代家親の墓塔群が確認されている。来迎寺は市来氏の保護のもと隆盛を極め

るが,室町時代の寛正三年 (1462年)に七代市来久家が島津立久に滅ぼされると,来迎寺領水田三

町歩等が召し上げられ,来迎寺はその後荒廃していった。市来地頭であった市来氏が滅亡した後は

島津の直轄地となり,島津配下のものが地頭となり治めるようになった。

中世の市来院においては,郡司職の市来氏のほかに河上名を領した河上氏も勢力を持っていた。
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また,南北朝期には南朝方の市来氏と北朝方の島津氏との攻防が続き,建武四年 (1337年 )には,

南朝方に呼応して市来時家が市来鶴丸城にたてこもり,島津貞久方の軍勢と激しい攻防戦を展開し

ている。文和四年 (1355年 )には,時家の子の氏家が櫛木野城を攻めるなど,戦国期まで院内の各

地で戦聞が繰り返された。市来只塚の東には河上城があるが,北にひと山越えれば中 。近世の串木

野の中心部となる上名麓へ至り,戦略的に重要な位置を占めている。河上城の北の八房川を挟んだ

場所には河上氏の墓地跡がある。大量には,市来鶴丸城に移る前の市来氏の居城であった鍋ヶ城と,

その西に鍋ヶ城の防御のためと思われる,上城・詰城などの城跡がある。また丹後局の伝説に関す

る旧跡も多く存在する。丹後局は,鎌倉時代のはじめ,源頼朝の子と伝えられる島津家初代忠久を

産んだといわれる。この丹後局は鍋ヶ城に住んだといわれ,大里の南の台地上にある来迎寺跡に墓

といわれるものがある。

冠岳をはじめとして,こ の地域では修験道の修行の場が多 く存在する。外戸の岩屋観音は,巨大

な岩盤の組み合わさった場所で,岩境信仰の対象としての原始的,古代的霊場に観音禰陀落浄土と

いう仏教的見方が習合したことにより,修験道山伏ないし,礼拝祈祷の行われた場所であると推測

されている。中世の遺跡からは,貿易陶磁器の出土がみられる。川上只塚から青・白磁が出土した

ほか,本遺跡からも青・白磁 。中国磁器が多く出土している。また棒城跡からは中国産 。東南アジ

ア産などの海外貿易陶磁器をはじめとして,東播磨系須恵器や備前焼・常滑焼・徳之島産のカムィ

ヤキなどの国内産が多く出上しており,なかでもカムィヤキは,現在のところ出土した遺跡の北限

にあたる。これらの外来系遺物の存在は,五反田川・八房川を舞台とした活発な交易活動があった

ことを裏付けている。

近世の藩政時代には,交通の要地として市域の北部 (旧串木野市域)と南部 (旧市来町域)のそ

れぞれに御仮屋がおかれた。北部の御仮屋は串木野城跡に設置され,南部は,現在の市来支所敷地

内にあった。北部の五反田川流域近くに所在する棒城跡からは,中世～近世を中心に採掘されたと

思われる溶結凝灰岩の石切場跡が検出されるなど,こ の地域は,かつて採石・石材業が盛んであっ

た。特に旧串木野市の石工は技術的にも名高く,鉄道の敷設工事の拡張に伴い全国で活躍したとい

う。一方,南部は西薩―の湊町として繁栄したほか,明治になって御仮屋跡に郡治所がおかれ,一

時は日置・阿多・薩摩・出水・甑島各郡を統治する西薩行政の中心ともなった。しかし,明治 22

年回道が開通し,大正 3年鹿児島本線 (川 内線)の開通等が相次ぐ一方,汽船時代には,河口港と

いう弱点に加えて隣接串木野港の建設がはじまり,西薩の結節点としての地位を失って,急速に衰

退していった。

【参考文献】

市来町郷土史編纂委員会編 1982『市来町郷土史』 市来町
中原尚文 1982「市来町」「串木野市」F鹿児島県風上記』 鹿児島県書店組合
新東晃―・堂込秀人編 1991『ナ|1上 (市来)貝琢』 市来町埋蔵文化財発掘調査報告書 (1)
新町 正編 1999 F落シ平遺跡・瀧之段遺跡 。オ野ケ原遺跡』 市来町埋蔵文化財発掘調査報告
書 (6)

元田 順子編 2003『市ノ原遺跡第 1地点』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (49)
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表 2 周辺遺跡地名表

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時  代 遺物・遺構 備  考

1 浜ヶ城跡 いちき串木野市上名字 山麓 中世・近世 山城。一字一石経塚

2 並  松 いちき串木野市上名字並松 台地 縄文・古墳・中世・近世 黒
HI狛・縄 文 上 希・炭 川 氏 二 喬・円
務 界

3 串木野城跡 いちき串木野市上名字麓 山麓 中世・近世 中世山城・御仮屋跡

4 向井原 いちき串木野市上名字向井原 台地 縄文 縄文土器

5 平石原 いちき串木野市上名字平石原 台地 縄文 黒曜石剥片・陶器

6 権城跡 いちき串木野市上名字門前ほか
地

稀

台

棒 旧石器～近世 tl切功跡就 信還椰・基膏刻音主喬
.+nfh果 隼

半阪12～ 15年
唐誦 本

7 六日木 いちき串木野市上名字六日木 台地 縄文 石核・黒曜石剥片

8 大六野 いちき串木野市上名字大六野 台地 縄文・歴史 石核・黒曜石剥片・土師器

9 芋野原 いちき串木野市上名字芋野原 台地 中世・近世 土師器・陶器

人郎堀 いちき串木野市上名字人郎堀 台地 縄文 黒曜石剥片

体左右衛門堀 いちき串木野市上名字体左右衛門堀 台地 縄文 黒曜石剥片・轟式土器

丘左右衛門堀 いちき串木野市上名字丘左右衛門堀 台地 縄文・歴史 黒曜石剥片・上師器

東中之薗堀 いちき串木野市上名字東中之薗堀 台地 近世 陶器

寺堀B いちき串木野市上名字寺堀 台地 縄文・歴史・近世 黒曜石・土師器・陶器

段ノ山 いちき串木野市下名字段ノ山 丘陵 縄文 黒曜石残核・剥片

牛ノ江原 いちき串木野市川上牛ノ江原 丘 陵 古墳・中世・近世 成川式上器・土師器。青磁

川上 (市来)貝塚 いちき串木野市川上中組 丘陵 縄文 市来式土器・指宿式上器・骨角器 敬本脚的川上中組墓塔群 いちき串木野市川上中組 山麓 中世 墓塔

川上城跡 いちき串木野市川上中組 丘 陵 中世 堀切・土塁 別称「柿城」

岩屋観音 いちき串木野市湊町外戸 山麓 不明 石像
平成 8年夏罹
認謝 本

外戸 いちき串木野市湊外戸ほか 迫頭 弥生
。中世・近世 弥生土器・土師器・青磁・陶器

平成14年度
八 調 蓉

】ヒン原 いちき串木野市湊北原 丘 陵 古墳・中世 土師器・青磁・磁器

市堀 いちき串木野市湊市堀 丘 陵 古墳・中世
。近世 成川式土器・土師器・土錘・陶器

上平山 いちき串木野市大里上平山 段丘 弥生・古墳 弥生土器・成川式土器

安茶ケ原 いちき串木野市川上安茶中ほか 台地 娼1毛需譴響詔亀〆役雲謹
由旧石器・縄文土器・成川式上器・墨 :

土器・青白磁・陶磁器・鍛冶関連遺 !

中海瀬 いちき串木野市下名中海瀬 丘陵 健文 黒曜石残核・剥片

川口香所跡 いちき串木野市湊町天和 平地 近世 道路

町門の跡 いちき串木野市湊町天神 平地 近世 宅地

御仮屋跡 いちき串木野市湊町祇園 平地 近世 石垣 現市来支所

小 原 いちき串木野市湊町小原 段丘 弥生 弥生土器

草り田平 いちき串木野市湊町車り田平 段丘 中世・近世 土師器・陶器

外戸山口 いちき串木野市湊町外戸山口 段丘 弥生
。古墳・中世 弥生土器・成川式上器・土師器

池原前 いちき串木野市大里池原前ほか 丘 陵 古墳・中世・近世 成川式上器・土師器・陶器 平成 7年反確
劃 謝 本

重信城跡 いちき串木野市大里重信上城 台地 中世 表面採集

船着場跡 いちき串木野市大里駅前 平地 不 明 樹木 (ハマヒサカキ)

佐保井東原 いちき串木野市大里佐保東原 台地 中世 土師器・青磁

中尾東原 いちき串木野市大里中尾東原ほか 台地 中世
。近世 土師器・青磁・陶磁器

原ノ園原 いちき串木野市大里原ノ園原ほか 台地 弥生・古墳・中世
。近世 弥生土器・土師器・陶器

上城跡 いちき串木野市大里上城ほか 台地 旧石器・縄文・弥生・中世 台形石器。縄文土器・青磁・白磁 苦築繁年

40 詰城跡 いちき串木野市大里詰城ほか 台地 旧石器・縄文・弥生・中世
二 塁・言 形 /E喬・縄 災 工 希・言 磁・日

鍋ヶ城跡 いちき串木野市大里木場迫 台地 縄文・平安
,中世 縄文土器・須恵器。青磁・白磁

半阪7～υ年度
本調杏

本寺屋敷 いちき串木野市大里本寺屋敷 牧高地 古墳・中世・近世 成川式上器・土師器・陶器
半 夙 6年 度 余
誦 容

松尾平 いちき串木野市大里松尾平 丘陵 古墳・中世・近世 成川式上器・土師器・陶器
平成4年度本
調査
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第 7図 周辺遺跡図
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第V章 発掘調査の概要

第 1節 発掘調査の方法
平成10年度末の平成ll年 1月 18日 から同年 3月 ll日 まで,安茶ヶ原遺跡の確認調査を行うことと

なり,台地南側の傾斜面の確認調査から始めることとした。これは,傾斜面には遺跡は所在しない

可能性が大きいと考えたためで,調査により本調査から除外できる面積を稼ぐことで調査面積の軽

減を図ろうとしたためである。

調査は,地形を考慮して 2m× 5mを基本としたトレンチを5本設定し,山鍬によって掘り下げ

を行った。その結果,斜面上部の傾斜の急な部分は,表土の下はすぐに 2次シラス層となり,遺

構 。遺物は確認されなかった。一方,斜面下部の西側へ緩やかに傾斜した部分では,Ⅲ層の黄色土

層 (ア カホヤの 2次堆積層)中から古墳時代の上器が多量に出上した。そのため,こ の地域の 2か

所のトレンチを繁ぐとともに,幅を広げて全谷的に拡張して調査を行った。調査により,こ れらの

トレンチから出土した遺物は,成川式土器と呼ばれる在地性の強い古墳時代の土器を主体とするも

のの,礫やシラスに起因すると考えられる小粒の軽石が割合に多量に含まれていたことや,地形的

に小さな迫状を呈していたことから,こ れらの遺物は南東側の台地から流れ込んで来たものと判断

した。そのため,それ以上の拡幅は行わず,こ の拡張したトレンチから出土した遺物の詳細な記録

をもって,斜面部の調査を終了することとした。なお,土坑や溝などの遺構は 1基も見つからなか

った。調査時点でも,少量の雨でも地表を水が流れる様子が観察されたが,こ れを防ぐために住家

の周囲には小さな溝を掘り,細い竹を溝の中に並べて埋めて作った「暗渠」と見られるものがあっ

たことを付記しておきたい。

次に,台地上部の調査に取りかかった。調査期間から考えて,台地の縁辺部から北側に向かった

台地上の最初の道までの部分を対象として調査を行うこととした。ここも斜面部と同様に, 2m×

5mを基本としたトレンチを8本設定し,掘 り下げを行った。その結果,段になった下の部分の表

上下はすぐに2次シラス層となり,遺構・遺物は確認されなかった。しかし,それ以外の地域では,

ほぼ全面に道跡や溝状遺構・ピットなどが検出され,一部からは遺物も出土した。そのことから,

段の上の部分にはほぼ全面に遺構,場合によっては遺物が広がっていることが想定され,全面調査

を行うことが相当との結論に達した。台地の縁辺部から最初の道までの部分の表土を全て除去し,

層位的に掘り下げを行った。

グリッドは台地縁辺付近にあった道路の計画幅のほぼ中央部のKE3-2杭と,台地上部の最初の

道と2番目の道の中間にあったNo.145杭 とを結ぶ線を主軸とし,10m毎に区画を区切って行った。

次に,KE3‐ 2杭を基準として直角に振り,そ こからも10m毎に区画を区切って行った。このKE
3-2杭をグリッド設定の基準杭とすることとして,南北方向は,傾斜面に接している町道の南の端

を 1区 とし,北へ向かって 2, 3,… として13区までを付け,東西方向は東の端をA区 とし,B,
C,… として」区までを付け,E"8区などと呼称することとした。調査によって掘立柱建物跡 2棟

や多数のピット, 2条の溝状遺構, 3本の道跡などが検出されたほか,土坑から「日置厨」と墨書

された須恵器など数点も出上した。
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翌平成11年度からは,平成14年度まで年次的に計画的に調査を行った。多年次にわたったのは,

調査区に数ヶ所の未買収地があったためで,最終的に4ケ年度にわたる調査となった。確認調査は

平成10年度に行い,その結論として調査区域全体にわたって遺構・遺物が広がることが明確となっ

ていたため,調査は当該年度の調査区域全外の表土剥ぎを重機で行った後に,掘 り下げを行った。

グリッドは平成10年度に設定したものを北側に延長する形で設定していった。調査時に未買収地で

あった部分については,その区域を避けて調査を行い,建設省鹿児島国道工事事務所 (現国土交通

省鹿児島国道事務所)か ら買収済みの通知を受けた後に調査を行った。そのため,南側から計画的

に済ませていくという当初の目論見通りには行かず,結果的に,進みつつも引き返すことを余儀な

くされた。そのようにして 4年次にわたる本調査の結果,縄文時代から近世までの遺構・遺物が調

査区域全体から検出 。出上した。

調査終了後は,大まかに埋め戻しを行った後に,鹿児島国道事務所へ引き渡しを行って発掘調査

の全てを終了した。

作業風景
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第 2節 遺跡の層序

本遺跡は独立した台地であり,調査開始時はすべて畑として耕作が行われていたことから,安定
した層序が考えられたが,実際に調査を行ってみると,全体としては安定しているものの,部分的
にはⅡ層を中心として欠落している状況が見られた。これは,現在は平坦となってはいるものの,
旧地形としてある程度起伏があったものが,後世の畑地造成によって現在のような状況となったも
のと想定される。この造成の段階で,層の欠損という事態が起きたものであろう。

なお,土層断面図を作成するための調査区域全体を通したベルトの設定は行っていない。その理
由は,最終年次を除く数年にわたる調査時点で未買収地が散在しており,その範囲が広く,そこへ

の立ち入りを禁止されていたため,各年次毎に調査区域内でベルトを設定せざるを得なかったため
である。また,Ⅵ層以下の下層確認も任意に設定して掘り下げを行った。

本遺跡の基本的な土層は以下の通りである。

I 層 灰褐色土層。表土,耕作土
耕作等によりⅡ層以下の包含層が破壊されたことに

より,遺物が見られる。

成川式土器・土師器・須恵器・陶器・磁器・

薩摩焼・染付 。鉄製品 。輔羽口・石器等

Ⅱ 層 黒色土層 (古代～中・近世の遺物包含層)
B～ G-5～ 13区ではほとんど残らない。
土師器・須恵器・染付 。鉄製品 。輔羽口・陶

器・磁器・青磁 。白磁・滑石製石鍋等

Ⅲ 層 黄色土層 (アカホヤ火山灰の2次堆積層)
(縄文晩期～古墳時代の遺物包含層)

黒川式土器・刻目突帯文土器・磨製石斧 。磨

石・敲石・石鏃・黒曜石剥片・成川式土器等

V 層 暗茶掲色土層 (縄文早期～後期の遺物包含層)
前平式土器・三万田式土器・打製石斧・磨

石・ 敲石・石鏃・石皿・黒曜石原石等

V 層 暗茶褐色粘質土層 (チョコ層)
Ⅵ 層 黄色砂礫層 (深さ約4m。 多量の礫含む)

この層はシラス堆積後早期の人房川の暴れによってもたらさ

れたと考えられる①黒曜石が出土するものの,人為的なもの

ではなく,上流に平木場という黒曜石の原産地があることか

ら,そ こからの転石であろう。

Ⅶ 層 淡桃～淡黄,白色砂質層 (2次シラス)
Ⅷ 層 黄色砂礫層

-30-
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第V章 発掘調査の成果

第 1節 縄文時代の調査
縄文時代の遺構・遺物は,Ⅲ層～V層 にかけて確認された。Ⅲ層はアカホヤ火山灰の 2次堆積層 ,

Ⅳ層は暗茶褐色土層,V層は暗茶褐色粘質土層 (通称チョコ層)である。ただし,安茶ヶ原遺跡は
状地形が河岸段丘状を呈しており,場所によっては旧石器時代の遺物がⅢ層やV層 などから出土す

るなど,原位置を留めないものも多い。よって,層位的には必ずしも安定したものではなく,時期

ごとに明確に分層することは不可能である。また,中世に相当するⅡ層が,削平を受けてほとんど

残存していないため,Ⅲ層からは縄文時代以降の遺物も出土している状況も見られる。

縄文時代の遺構は集石・土坑・集積が検出された。なお,集積は,いずれも掘り込み等は確認さ

れておらず,ま たSS02は 遺物の出土層位も異なっており,遺構と認定するか否かに検討の余地を残

しているが,遺物の集中度が比較的高いことと,調査担当者の当時の判断を尊重し,遺構として扱

った。

1‐1:縄文時代の検出遺構

①集石

【SZ01集石】(第 17図 )

SZ01は F・ G-29区で検出され,82個の礫で構成されている。この 1基のみ明確な掘り込みをもつ

ものである。土坑の平面形は,長径119cm,短径91cmの楕円形で,検出面からの深さ約10cmである。

この浅い土坑内に,11lcm× 52cmの範囲にわたって,北側に偏ったような状態で礫が広がっている。

検出された礫の高低差は約10cmである。

【SZ02集石】(第 17図 )

SZ02は E-30区で検出され,50cm× 40cmの範囲に広がっており,24個の礫で構成されている。礫

の高低差は約18cmであり,レベル的にはまとまっていると言える。また平面的にもある程度のまと

まりと言えなくもないが, 2ケ所ほどで礫のない部分が見られることから,抜き取りを示している

とも考えられる。安山岩と凝灰岩で構成されており,円礫と角礫とが相半ばしていると言える。赤

化しているものが約 3分の 1で,赤化していないものも多い。

【SZ03集石】 (第 18図 )

SZ03は C‐30区のV層で検出され,200cm X l18cmの 範囲に広がっており,30個の礫で構成されてい

る。礫の高低差は約18cmであり,レベル的にはまとまっていると言えるものの,平面的にはばらけ

ている。石皿 1点と土器片数点を含んでおり,そのことからも一般的な意味での集石とは趣が異な

っていることは否めない。散在している状況から考えても石蒸しの場としては考えられず,遺棄ま

たは使用のために仮置きしている状態とも考えられる。

1はSZ03から出土した石皿である。安山岩製で,最大長30,4cm。 最大幅23.6cm・ 重量が約8.5kgあ

る。磨面が顕著で,使用によって大きく凹んでいる。また側面上部にノミ状の痕跡が 4ケ 所ほど認

められる。 1つの箇所に4～ 6条の痕跡が認められるが,石皿の成形時の痕跡なのか,後世のキズ

-35-
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なのかは不明である。この石皿で特徴的なのは,片方の端を突起状に作出していることである。こ

の意味については,装飾的な意味合いと磨り潰したものの受け口となっていた可能性が想定されて

おり,万之瀬川下流域の遺跡群や山ノ中遺跡など,後期前半の遺跡における共通性が指摘されてい

る (東編2006)。 安茶ヶ原遺跡出上のものはⅣ層から出土している。Ⅳ層は早期～後期に比定されて

おり,これ以上の時期特定はできないが,形状的には万之瀬川下流域の遺跡群や山ノ中遺跡のもの

と類似していることから,安茶ヶ原遺跡のものも後期前半頃の可能性がある。

東 和幸編 2006『山ノ中遺跡』 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (103)
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【SZ04集石】(第 20図 )

SZ04はF-32区で検出され,145cm× 95cmの範囲に広がっており,43個の礫で構成されている。礫

の高低差は25cmであり, レベル的にも平面的にもまとまっていると言える。石材は安山岩と砂岩で

構成されており,一部に角礫を含むものの,円礫や扁平礫が多い。中には磨石と考えられるものが

1点含まれている。礫は約半数が赤化している。

ISZ05集石】(第 20図 )

SZ05は BoC-27区で検出され,115cm× 84cmの 範囲に広がっており,28個の礫で構成されている。

礫の高低差は27cmであり,レベル的にも平面的にもある程度まとまっていると言える。角礫が大部

分を占めている。

②土坑

【SK01土坑】(第 21図 )

SK01は F‐25区で検出された。長径110cm,短径60cm,深 さ約37cmの不整形を呈する。内部には

ピット状の部分が 2ケ所認められる。埋土中より吉田式土器の口縁部と胴部小片が 2点出土してい

る。出土遺物より早期の土坑と考えられる。

【SK02土坑】(第 21図 )

SK02は G…26区で検出された。長径70cm,短径65cm,深さ約15cmの小形で浅い土坑である。埋土

中より吉田式土器の胴部片が1点出土している。早期の土坑と考えられる。

表 3 縄文時代遺構内遺物観察表
図

号

挿

番

と
ロ
　
ロ一

報

番
出土区/層 遺 構 器種 部位 焼成

色  調 調  整 石
英
長

石

角
閃
石

輝

石

そ
の
他(外面 ) (内面 ) (外面 ) (内面)

2 F‐25/埋土 深鉢 口縁 不良 にぶい責橙 にぶい責橙 貝殻腹縁支 ナデ ○ ○ ○ ○ ○

3 F25/埋土 深鉢 不良 にぶい責橙 にぶい責褐 貝殻刺突文 ナ デ ○ ○ ○ ○ ○

4 G‐ 26/埋 土 SK02 深鉢 不良 にぶい橙 浅責橙 貝殻刺突文 ナデ ○ ○

図

号

挿

番
報告
番号

取上

番号
出土区/層 遺構 語種 石材

標高

(m) 蒜ｍ 瑯ぐｃｍ，
酵
ぐｃｍぅ
韮
０

備考

1 13651 C‐30/Ⅲ 石 皿 安山岩 2412 236 8530 完形品

5 14765 F327埋土 SK03 石皿 安山岩 2427 375 17200 完形品

6 372 G‐ 29/Ⅲ 磨石 安山岩 2338 62540 完形品

7 G‐ 29/Ⅲ 磨 石 安山岩 2342 69980 完形品

26
8 G-29/Ⅲ 磨石 安山岩 2430 58690 完形品

9 G‐ 29/Ⅲ 敲石 凝灰岩 (75) 欠損

0 12752 G‐ 30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 540 590 3620

12743 G30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2425 460 520

2 12746 G‐ 30/皿 SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2420 455 620 160

3 12745 G-30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2426 285 320

4 12749 G‐ 30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 525

5 G‐ 30/Ⅲ SS02 剥 片 黒曜石 (腰岳 2397 390 1720

13399 G-30/皿 SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2387 390 540 1640

13161 H‐30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 355

12751 G‐ 30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2020

13397 G30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2388 565 2560

13400 G‐ 30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 2387

12747 G-30/Ⅲ SS02 剥片 黒曜石 (腰岳 ) 2408
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第22図  SK03

【SK03土坑】(第22・ 23図 )

SK03は F-32区で検出された。Ⅲ層の掘り下げが終わった段階のⅣ層面で確認したことから,縄文

時代後期か晩期頃のものと推定している。Ⅳ層の掘り下げを行っている最中に石皿が出上し,周囲

の確認を行っている段階で長楕円形の上坑のプランを検出した。この土坑に隣接して軸を同じくす

るように円形の土坑が検出されたことから,連穴土坑の可能性もあると考えて調査を進めていった

が,連穴土坑のブリッジに当たる部分がトンネル状になっていなかったことから,その可能性は否

定された。結局, 2基の上坑が並ぶように作られ,そのうちの長楕円形のものの東側に置かれた石

皿であることが半U明 した。

次に長軸方向に主軸を定めて南側半分を丁寧に掘り下げていつた。その結果として,こ の上坑の

埋土は3層に分層され,最上の層に石皿があるということが判明した。この最上部の埋土は石皿の

ある辺りから底面にかけて部分的に沈んだ状態で確認された。このことは,この石皿が上坑に伴う

ものであるのかどうか,必ずしも明確ではないことを意味している。つまり,以下の 2つの考えが

想定される。
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①石皿は土坑に伴うものである

土坑が掘られ,それを埋める段階で下の 2層 を埋めた後に,最上部の 3層 目を埋め,その途中

の上部,あるいは最上部に石皿を置いたとする考え方。

②石皿は土坑とは無関係なものである

土坑が掘られ, 3層 目まで埋められた後に,その上に石皿を置いたとする考え方。

ここではそれを決定する要因は確認できなかったが,石皿が最上部の 3層の中に埋まっている状

況から推定して,①の考え方,つまり,土坑に伴うものであると考えておきたい。

石皿が土坑に伴うと考えた場合,その上坑が墓である可能性が浮上してくる。つまり,墓 ,特に

女性の墓にその女性が用いた道具である石皿を供えた可能性が考えられるが,埋土中からは人骨 ,

あるいは粉状の白いものなどは検出できなかった。ただ,こ のことが,即 ,墓であることを否定す

るものではないことはもちろんである。

出土した石皿は,安山岩の円礫を用いて製作されており,長 さは37.5cm,幅 は30cm,厚 さは

10.5cmで ある。中央部が若千窪むもので,完形である。

蝸

0                 1m

男24図   SS01
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第25図  SS01出土遺物 (1)

③集積

【SS01集積】(第 24・ 25・ 26図 )

G…29区で検出された。約180cm× 80cmの範囲に集中的に見つかっている。調査当時は石器 5点か

ら構成されていると考えられたが,整理作業の結果,う ち 1点は礫であることが判明した。 4点の
うち 3点は磨石で, 1点 は敲石である。それぞれ 2個体ずつまとまっている。周辺の状況からは,
時期を特定できる遺物は見られなかった。

上述したように, 1点は礫であることが判明したため, 5点のうち4点を図イとした。 6～ 8は石
材が安山岩で,楕円形を呈しており,広い両面が主に磨られているほか,側面も磨られている。長
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第26図  SS01出土遺物 (2)

さが10cm程度,幅は 8～ 9cmで ,厚さも4.5～5.5cmと ,あ る程度大きさが揃っていると言える。 7

は広い面に擦痕が顕著に見られる。 8は側面が部分的に面取りされているように見えるものである。

これらに対して, 9は敲石である。石材として凝灰岩が用いられており,ま た,形状も角の取れた

四角形をしている。長軸方向が欠損しているため本来の長さは不明であるが,残存長が7.5cm,幅 は

8cm,厚さは5。5cmを測る。敲打面は広い面の片方と,長軸方向の最低 1面が用いられているが ,

長軸の対極方向にもそれが見られる可能性がある。
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【SS02集積】(第27～29図 )

G・ H‐30区から検出されたもので,範囲は約4m× 2mの広さに12点が比較的集中して出土した。

腰岳産黒曜石は調査区内から散在的に出上しているが,G・ H-30区のみやや集中的に出上している。

どのような状態で出土したかについては,調査の段階でしっかりと確認していなかったために明

確ではない。これは,調査当時,未買収地が解決した直後であったために調査が広域に及んでおり,

そのため巡視が手薄となってしまい,調査の指示が遅れたことに最大の原因があると考えている。

最初の 1点が出土した段階で的確な指示がなされていれば,微妙ではあっても掘り込みのラインが

見えていたかも知れず,後悔するばかりである。県外産と一日でわかる良質の黒曜石がまとまって

出土している状況を確認した後は,周辺を丁寧に清掃し,移植ゴテによって何度も何度も薄く削っ

て掘り下げて行ったにもかかわらず,最終的にプランは確認できなかった。また,レベル的には

50cmほ どの範囲から出土しており,出土層もⅢ～V層 にわたっている。ただこの事実によって,単

純に時期が異なると判断することは難しい。本遺跡は河岸段丘状という地形的特徴をもつ台地上に

立地しており,旧石器時代の遺物がⅢ～Ⅷ層にわたって出土するなど特異な出土をすることがある。

特に台地縁辺部周辺でその傾向が顕著であり,SS02は G・ H‐30と いう,ま さに台地縁辺部付近に位

置することから,こ のような出土をしている可能性がある。また腰岳産という県外産の黒曜石であ

ること,ある程度大きさ的にまとまっていることを考慮すると,同一時期の所産である可能性が高

い。Ⅲ～V層 にわたって出上していることから時期の特定は難しいが,周辺からは黒川式と思われ

る晩期の上器片や蛤刃状の磨製石斧が出土している。

10～ 21は ,腰岳産黒曜石の剥片である。12点 を図化した。10は横長剥片である。礫皮面を打面に

しており,上下両方向からの剥離が見られる。11は横長剥片で,平坦な自然礫皮面が打面である。

12は横長剥片で,表面は横方向からの剥離,背面は上方向からの剥離が見られる。13は縦長剥片で,

表裏面とも上方向からの剥離である。14は横長剥片で,礫皮面を打面にしており,上側縁と右狽I縁

部に礫皮面を残す。表裏面とも上方向からの剥離が行われている。15は縦長剥片で,背面は上方向

からの剥離であるが,表面は上下左右方向から剥離が行われている。16は横長剥片で,礫皮面を打

面にしている。表面は下方向からの剥離,背面は上方向からの剥離が行われている。17は横長剥片

で,礫皮面を打面にしている。背面は上方向からの剥離が行われている。18は横長剥片で,下位側

縁部に礫皮面を残す。表面は横方向からの剥離,背面は上方向からの剥離が認められる。19は縦長

剥片で礫皮面を打面にしており,表面の下側縁,背面の上側縁に礫皮面を残す。表裏面とも上方向

からの剥離である。201ま縦長剥片で礫皮面を打面にしており,側縁部に礫皮面を残す。表面は上下

左方向からの剥離が見られ,背面は上方向からの剥離が見られる。21は縦長の剥片で,礫皮面を打

面にしており,背面上側縁部に礫皮面を残す。表面は上方向と右方向からの剥離が認められ,背面

は上方向からの剥離である。
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1-2:縄文時代の出土遺物

(1)縄文土器

縄文土器はほぼ調査区全域から出上した。これを時代別に見てみると1つの傾向が伺える。それ

は,縄文時代早期の上器が北側3分の 1にあたる,B～ F‐25～33区に集中していることである。縄文

時代の遺構がすべてこのあたりに集中していること,黒曜石や石器の出土状況もこのあたりに集中

していることなどを踏まえると,本遺跡における縄文時代の生活の中心地域はこのあたりであった

可能性が高いのではないかと思われる。

本遺跡出上の縄文土器はⅢ～V層 を中心に出土しており,器形 。文様・調整等から判断して,大

別12類に分類した。各類の特徴は以下の通りである。

【I類上器】

口縁部・胴部ともにほぼ直線的に立ち上がり円筒形を呈し,底部は平底である。外面は基本的に

斜位の貝殻条痕,内面はケズリかケズリのちナデ調整で,口縁部に縦位の只殻腹縁刺突文が巡る。

型式 :前平式土器

【Ⅱa類土器】

平底の底部から胴部にかけてほぼ直線的に立ち上がり円筒形を呈する。口縁部は平坦なものが主

であるが,山形の波頂部を呈するものもある。

口縁部には,主に横位の貝殻腹縁刺突文が 2段ないし3段巡るが,縦位のものもまれにある。口

唇部が平坦なものの中に刻みが施されるものもある。胴部には縦位の沈線文が流水文状に施され,

底部にかけては縦位の貝殻条痕文が施される。

外面は斜位または横位の貝殻条痕が主であるが,ナデ調整のものもみられる。内面はケズリ, も

しくはケズリのちナデ調整である。

型式 :志風頭式上器

【Ⅱb類土器】

器形・調整等はⅡa類と同様であるが, Ⅱa類とは文様パターンに差異が見られる。Ⅱa類が ,

胴部に縦位の沈線文を流水文状に描くのに対し,胴部に縦位の列状刺突文を施すJ点に特徴がある。

型式 :志風頭式上器

【Ic類土器】
器形・調整等はⅡa類・Ⅱb類 と同様である。文様はⅡa類とⅡb類の文様パターンを組み合わ

せたもので,胴部に縦位の沈線文を流水文状に描き,間に縦位の列状刺突文を交互に巡らせる。

型式 :志風頭式土器
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第31図  縄文前～晩期土器分布図
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第30図  縄文時代早期土器分布図



【Ⅲa類土器】

口縁部・胴部ともに直線的に立ち上がる。口縁部は平坦なものが主であるが,波頂部を呈するも

のもある。円筒形,角筒形の器形を有する。

文様は胴部に縦位の貝殻腹縁刺突線文とX字状の貝殻腹縁刺突線文とを組み合わせる。

外面は斜位または横位の貝殻条痕が主で,内面はケズリ,も しくはケズリのちナデ調整である。

型式 :加栗山式土器

【Ⅲb類土器】

器形・調整等はⅢa類と同様で,縦位の只殻腹縁刺突線文のみで構成される。ただし,Ⅲ b類は

胴部片のみで文様パターンの一部でしかないため,一部にⅢa類が含まれている可能性もある。

型式 :加栗山式上器

【Ⅲc類土器】

器形 。調整等はⅢa・ Ⅲb類と同様で, 1列の縦位の貝殻腹縁刺突線文のみで構成される。

型式 :加栗山式土器

【Ⅲd類上器】

器形 。調整等はⅢa～Ⅲc類と同様で, 2列 1単位の縦位の貝殻腹縁刺突線文で構成される。

型式 :加栗山式上器

【Ⅲe類土器】

器形・調整等はⅢa～Ⅲd類と同様で,円筒形・角筒形があリレモン形もある。口縁部が波頂部

を呈するものもある。

口縁下に 3～ 4段の横位の貝殻腹縁刺突文によって口縁部文様帯が構成されており,日縁部文様

帯下には楔形突帯が貼付される。楔形突帯間には貝殻腹縁刺突線文が,Ⅲ a～Ⅲd類の文様パター

ンで施文される。

型式 :加栗山式土器

IV類土器】

器形 :円筒形を呈し,口縁部が緩やかに外反する。口唇部を四角くおさめ,連続した浅いキザミ

目が施されるものがある。胴部は貝殻腹縁による縦位と横位の只殻刺突文によって文様帯が構成さ

れる。

型式 :小牧 3Aタ イプ

【V類土器】

器形 :ほぼ真っ直ぐに立ち上がり,円筒形を呈する。口唇部を四角くおさめ,連続したキザミロ

が施される。外面は貝殻条痕によって綾杉状に施文される。内面調整にはナデ調整と貝殻条痕調整

とがある。
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型式 :鎌石橋式上器

【Ⅵ類土器】

厚手で底部から胴部にかけてほぼ直線的に立ち上がり円筒形を呈する。底部は平底である。口縁

部から胴部上位の範囲に貝殻腹縁による横位の条線文が施されるものが主である。その他に,縦施

文と横施文の組み合わさったもの,口縁直下に貝殻腹縁による押引文が見られるものがある。丁寧

なナデ調整が施される。

型式 :政所式土器 。中原式上器

【Ⅶ類土器】

縄文時代早期に帰属すると思われる条痕文の胴部片をまとめた。

【Ⅷ類土器】

縄文時代早期に帰属すると思われる土器で,型式認定が明確でない土器群をまとめた。

【区a類土器】

Ⅸ類は,縄文時代早期に属すると思われる底部片をまとめた。Ⅸa類は只殻腹縁による細かい縦

位の貝殻条痕が施されている。

【Xb類土器】
縄文時代早期に属すると思われる底部片で,貝殻腹縁による太めの只殻条痕が縦位に施されてい

るもの。

【Ⅸc類土器】

縄文時代早期に属すると思われる底部片で,只殻腹縁による横位の貝殻条痕が施されているもの。

【区d類上器】

縄文時代早期に属すると思われる底部片で,尖底のもの。内外面ともに只殻条痕が施されるのが

主である。

【X類土器】

縄文時代早期から前期に帰属すると考えられる土器で,型式認定が難しいものや個数の少ないも

のを一括した。

【XI類土器】
口縁部がやや外傾する単純な深鉢形に,刻 目突帯文やみみずばれ状突帯文が貼付されるものや,

沈線文が施されるものがある。また口唇部に施文されるものもある。
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調整は内外面ともに貝殻条痕が施される。貝殻条痕には粗いものと目の細かいものの 2種類見ら

れる。

型式 :轟式上器

【XⅡ a類土器】

口縁部が外反し,胴部がわずかに張る器形を呈する。文様は微隆起突帯文と相交弧文が組み合わ

せて施される。調整は,内外面ともナデ調整が主である。

型式 :深浦式上器

【XⅡ b類土器】

主として刻目突帯文を有し,連点文や沈線文が付加される。口縁部内面に横位の連点文が施され

るものもある。内外面ともナデ調整が主である。

型式 :深浦式上器

【XI類上器】
口縁端部が内側に屈曲するものや口縁部が外傾するもの,胴部は括れを呈するものや外傾する器

形が見られる。文様は刺突連点文や突帯文が見られ,貝殻条痕かナデ調整が行われる。

型式 :春日式土器

【XVa類土器】
胴部が屈曲する器形を呈し,胴部最大径に刻目突帯文が貼付される。内外面ともに貝殻条痕が施

される。

型式 :西川津式土器

【XVb類土器】
内外面ともに貝殻腹縁による条痕文が施されるものをまとめた。

【XV類土器】
地文に縄文を施すもの。内面はナデ調整である。

型式 :船元式上器

【XⅥ類上器】

内外面ともに条痕調整が行われているもの。通常の貝殻条痕と異なり,細かい条線が見られるも

のもある。

【XⅦ類土器】

器形は頸部で括れるものや胴部がふくらむものがある。内外面ともに条痕が施されているが,X
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Ⅵ類が調整を意識したと思われるのに対し,外面は文様効果を意識した条痕文が施される。

【XⅧ類土器】

太めの凹線文が施されるもの。

【X区類土器】

色調・胎土ともにXⅧ類土器と類似するが,内外面ともにナデ調整で無文のもの。

【XX類土器】
縄文時代後期に帰属すると思われる土器を一括した。

型式 :南福寺式土器・市来式上器

【XXI類土器】
縄文時代後期に帰属すると思われる土器の底部を一括した。

IXXⅡ a類土器】

XXⅡ 類は縄文時代晩期に帰属すると思われる土器を一括したもので,XXⅡ a類は深鉢形土器
である。

器形は胴部上位から頸部にかけて外反しながら内傾し,口縁部で再び屈曲して口縁部文様帯をも

つものと,素口縁でやや外傾するものとがあり,口縁部文様帯に3～4条の細い凹線文が入るものと

無文のものがある。ミガキもしくはナデ調整が施される。

型式 :上加世田式土器・入佐式上器

【XXⅡ b類土器】
XXⅡ類のうち,浅鉢形土器をまとめた。

器形は胴部上位から頸部にかけて外反しながら内傾するものと,日縁部で再び短く屈曲して口縁

部文様帯を作出するものとがある。胴部最大径は頸部くびれ付近と非常に上位にある。無文のもの

が多いが, 1条程度の四線文が施される場合もある。内外面ともにミガキが行われている。

型式 :上加世田式上器・入佐式上器

【XXIc類土器】
縄文時代晩期に帰属すると思われる土器の底部を一括した。
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I類土器 (第32図 )

22～24は口縁部片である。口縁端部を丸くおさめ,斜位の貝殻条痕上に縦位の貝殻腹縁刺突文が

巡る。内面調整はケズリだが,部分的にナデ調整が行われている。22は小形で,復元口径12cm程度

のものである。241よ外面の貝殻条痕に切り合いが見られる。

25～ 401ま胴部片である。外面には貝殻条痕が施され,内面はケズリもしくはケズリのちナデ調整

である。25は残存部での復元胴部径15.4cmで ,只殻条痕の条線の太いものと細いものが見られる。

26は残存部での復元胴部径15cmで ある。ほぼ横位に近い貝殻条痕の上に,さ らに細かく密な貝殻条

痕が斜位に長く走る。28は貝殻条痕上に爪形の刺突文のようなものが見られる。29。 32・ 40は貝殻

条痕が特徴的で,ヘラのような印象を与えるものである。34・ 35。 37は横位の貝殻条痕である。38

は胴部片に含めたが,ほぼ口縁部に近いものである。上位には,貝殻条痕上に口縁部文様である縦

位の貝殻刺突文が認められる。他の胴部片の貝殻条痕が雑な印象を与えるのに対し,381よ斜位の貝

殻条痕が丁寧に施されている。

Ⅱa類土器 (第 33・ 34図 )

41～ 54は口縁部片である。丸くおさめるものが主であるが,平坦なものもある。41は横位の貝殻

腹縁刺突文が 2段に施され,その下に縦位の列状流水文が施される。復元口径14cmである。42は口

縁下の貝殻腹縁刺突文が見られず,復元口径1lcmと 小形である。43・ 54・ 55は口縁下の只殻腹縁刺

突文が縦位に施される。441よ口縁部が山形に立ち上がり,波頂部を呈するものである。口縁下には

横位の貝殻腹縁刺突文が 3段巡る。45は口縁部が若千内傾するものである。外面にはヘラ状の工具

によってキザミ状に,縦位に長く施される。46も外面は45と 同様である。47・ 49。 52は ,口縁下に

横位の刺突文が 2段巡っているが,他よりも大形で四角い刺突である。52は横位の貝殻条痕である。

48は口縁部を四角におさめ,端部にキザミロを施している。口縁下の貝殻腹縁刺突文は43・ 54と 同

様に縦位であるが,縦位の刺突文の下に横位の貝殻刺突文が 1段施されている。53も 48と 同様に,

口縁部を四角におさめ,端部に連続したキザミロが施されているが,回縁下の貝殻腹縁刺突文が見

られない。復元口径1lcmと 小形である。

56～77は胴部片である。56は肋の太い貝殻によって条痕が施され,その後縦位の貝殻条痕文が流
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水状に描かれる。57は逆に細い貝殻条痕である。58は底部まで残っているもので,列状流水文が ,

等間隔に巡っているのがわかる。胴部は斜位の貝殻条痕であるが,底部のあたりは縦位の貝殻条痕

で,文様として意識されていることがわかる。59・ 60'78は列状流水文が縦位に 2列描かれるもの

である。外面の貝殻条痕は規則的に斜位に施されており,丁寧な印象を与える。61・ 75も 調整等が

丁寧であるとともに,類似した印象を与える。同一個体の可能性もある。62・ 63・ 68'72は 列】大流

水文が 1列のものである。64は 2列の列状流水文が大きく描かれている。65も 2列の列状流水文で

あるが,それぞれが平行しておらず,別々に施されている。67は貝殻条痕が細かい。691よ列状流水

文が,斜位に 2列施される。73は ,ナデ調整ののちに貝殻条痕を行っている。外面は貝殻条痕を全

面的に施すのが一般的であるが,73は間隔をあけて条痕を施している。76'771よ ,細かい条痕の上

に同じく細かい列状流水文が 2列施されるものである。調整・施文に利用した工具の違いと思われ

るが,他 とはやや異なった印象を与える。同一個体の可能性もある。

Ⅱb類土器 (第35図 )

79。 80は 口縁部片である。791よ口縁下に横位の貝殻腹縁刺突文を 3段に巡らせ,その下に縦位の

列状刺突文を 2列 1単位で巡らせている。80は 口縁下の文様帯が縦位の貝殻腹縁刺突文で構成され

る。

81～89は胴部片である。81・ 87は縦位の貝殻条痕の上に縦位の列状刺突文を 1列 1単位で巡らせ

るものである。82・ 86は斜位の貝殻条痕の上に縦位の列状刺突文を 2列 1単位で巡らせる。83・ 85
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は 1列 1単位の列状刺突文である。竹管状の工具によって施支されているが,それぞれの刺突文自

体は横位であり,それを縦に並べることで縦位の列状刺突文を構成している。841よヘラ状工具によ
って刺突文が施文されている。刺突文自体は縦位であるが,それぞれが独立してランダムに施文さ
れており,列状の刺突文を構成していない。88・ 89は外面が貝殻条痕ではなくナデ調整である。縦

位の列状刺突文が 1列 1単位で巡っている。

Ic類土器 (第36図 )
90～ 93は 口縁部片である。いずれも日唇部に連続したキザミロが施されている。901ま復元口径

20cmである。91は 口縁下に縦位の貝殻刺突文が施される。92・ 931ま復元口径がそれぞれ15cm・

14cmと 小形のものである。口縁下に横位の只殻刺突文が施される。

94～ 1001ま胴部片である。94は横位の貝殻条痕の上に,大きくゆったりとした波状文が列状に描か
れている。一部に,貝殻条痕ののちナデが施される。95・ 96は調整・施文方法が類似しており,同
一個体の可能性が高い。 2列の細かい列状刺突文が施される。97は 94と 同様に大きくゆったりとし

た波状文が描かれ,一部に,貝殻条痕ののちナデが施されている。列状刺突文は 2列で,ヘラ状工

具によって施文されている。98・ 99。 100は ,施文パターンは 2列ずつの列状刺突支・波状文で同様
であるが,98が横位の貝殻条痕,99が斜位の貝殻条痕,100がナデ調整となっている。

101は胴部～底部である。円筒形で平底を呈する。胴部は横位の只殻条痕であるが,底部付近は縦

位の貝殻条痕で,文様パターンとして意識されていることが分かる。

Ⅲa類土器 (第37～40図 )

102～ 155は角筒土器である。うち102～ 106は 口縁部片である。胴部から口縁端部へ向かってやや先

細る感じで立ち上がる。102～ 105は口縁部が山形に立ち上がり,波頂部を呈する。口縁部下には斜
位の貝殻腹縁刺突文が 3段に施され,胴部には,縦位の只殻腹縁刺突線文とX字状の貝殻腹縁刺突
線文とを組み合わせたパターンの文様が巡る。106は 口縁部が水平である。

107～ 155は胴部片である。107・ 110・ 118・ 1191よ斜位の貝殻条痕の上に,縦位の刺突線文とX字
状の刺突線文とを組み合わせた文様が施される。 1つ 1つの刺突文は四角い形状を呈する。これら

は小片であるが,それぞれ調整や刺突線文の形状等が類似しており,同一個体の可能性が考えられ
る。108は一部に角筒土器のコーナー部分が遺存している。横位の貝殻条痕の上に施文されている。

109は残存状態が悪い。斜位の貝殻条痕の上に施文されている。111・ 113'117は外面調整がナデで

ある。121・ 127は一部に角筒土器のコーナー部分が残存する。121は比較的よく接合され,大形の胴

部片となった。残存部で器高20cmである。胴部には斜位の貝殻条痕が丁寧に施されている。1221ま

角筒土器のコーナー部分である。一部に斜位の貝殻腹縁刺突線文が認められるが,縦位の貝殻腹縁
刺突線文の方が多い。124は残存状態が良くない。126は丁寧な斜位の貝殻条項の上に文様が施され,

121と類似した印象を与える。1271よ角筒土器のコーナー部分である。横位の貝殻条痕の上に細めの

刺突線文が施される。1291よ胴部～底部付近である。縦位の只殻腹縁刺突線文が密に施され,底部付
近には縦位の貝殻条痕が施される。

130～ 1571ま円筒土器である。130～ 140は 口縁部片である。130は 口縁端部を四角くおさめ,その上
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に連続したキザミロを施している。口縁下には横位の貝殻腹縁刺突文が 3段巡 り,胴部には,縦位

とX字状の貝殻腹縁刺突線文を組み合わせたパターンの文様が施される。復元口径 18cmを測る。

131～ 135は 口縁部がやや外に開く形状を呈する。復元口径はそれぞれ12cm,10.5cm,1lcm,13cm,

12cmである。133は文様の間隔が粗である。136は 口縁部が山形に立ち上がり,波頂部を呈するもの

である。口縁下の横位の貝殻腹縁刺突文は,形状にあわせて立ち上がっている。 2段施文されてい

る。一方,胴部の文様は,施文工具である貝殻が薄く,あ まりはっきりとはしない。137は ,外面は

貝殻条痕が雑に入れられている。内面は口縁部付近が大きく削られてお り,半分程度の厚みになっ

ている。138・ 139は 口唇部に連続したキザミロが施されている。1401ま 口縁下に横位の貝殻腹縁刺突

文が 2段巡る。

141～ 157は胴部片である。141・ 143は横位貝殻条痕の上に縦位とX字状の貝殻腹縁刺突線を組み

合わせたパターンの文様が施される。組み合わせは,縦列とX字状がきれいに交差せず雑である。

142は縦位の貝殻腹縁刺突線文が密に施されている。144～ 1491よ縦位の貝殻腹縁刺突線文とX字状の
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貝殻腹縁刺突線文とがきれいに組み合っている。152・ 155は残存状態が不良である。153・ 1541よ縦

位の貝殻腹縁刺突線文が密に施されている。

Ⅲb類土器 (第41042図 )

158～206は胴部片である。158は斜位の貝殻条痕の上に縦位に貝殻腹縁刺突線文が密に施されてい

る。159は縦位の貝殻腹縁刺突線文が 3列 1単位でまとまっている。残存部における復元胴部径が

9cmと 非常に小形である。162・ 164～ 167は縦位の貝殻腹縁刺突線文が密に施されている。1631ま全

外的に貝殻腹縁刺突線文の方向がやや斜位である。168は胴部上位の貝殻腹縁刺突線文がやや開いて

おり,別類の可能性もある。1691よ一定の間隔を空けて只殻腹縁刺突線文が施されている点では単位

を構成しているといえるが, 3列 1単位 。4列 1単位と単位本数がバラバラである。173・ 1741ま調

整・施文方法とも類似しており,同一個体の可能性もある。176は貝殻腹縁刺突線文があまり明確で

はない。177～ 185は縦位の縦位の貝殻腹縁刺突線文が密に施されている。195は丁寧な貝殻条痕が施

されている。196は残存部における復元胴部径が9cmと 非常に小形である。198は横位の只殻条痕で

ある。199。 204。 205も横位の貝殻条痕であるが,他と比べて非常に丁寧に施されており,かつ縦位

の貝殻腹縁刺突線文も等間隔に施文されている。

Ⅲc類上器 (第43図 )

207～ 2121よ 口縁部片である。207は口縁下に縦位の只殻腹縁刺突を施し,胴部には 1列の縦位の貝

殻腹縁刺突線文を巡らす。外面調整はナデである。208は口縁下に横位の只殻腹縁刺突文が見られず ,

口縁下から縦位の刺突線文が施される。209も 口縁下に横位の貝殻腹縁刺突文が見られず,口縁下か

ら縦位の刺突線文が施される。外面はナデ調整である。2111よ 口縁端部を四角くおさめ,その上に連

続したキザミロが施される。口縁下には横位の貝殻刺突文が 3段巡り,胴部は斜位の貝殻条痕の上

に縦位の刺突線文が 1列ずつ施される。2121よ平坦な口縁が端の方で立ち上がっており,本来は波頂

部を呈すると思われる。

213～ 222は胴部片である。213～ 2201ま斜位の貝殻条痕の上に縦位の貝殻腹縁刺突線文が 1列 1単

位で施される。213は貝殻条痕ののちに,一部ナデ調整が行われている。218は雑な只殻条痕で,切

り合いが激しい。2191よ調整・施文形態が類似しており,同一個体の可能性がある。220は貝殻条痕

が全面に入っておらず,一部にナデが認められる。221・ 222は胴部～底部である。

胴部は横位の貝殻条痕の上に縦位の貝殻腹縁刺突線文が施される。底部付近は縦位の只殻条痕であ

る。222は円筒形で平底を呈する。

Ⅲd類土器 (第44図 )

223～ 2341ま胴部片である。223は斜位の貝殻条痕の上に 2列 1単位で貝殻腹縁刺突線文が施される。

224は 2列 1単位の只殻腹縁刺突線文であるが,列同士がやや間隔がある。227～ 230。 233は 2列 1

単位の貝殻腹縁刺突線文が密に施されている。逆に23とは刺突線文の間隔が大きい。232は縦列の貝

殻腹縁刺突線文とやや斜位の貝殻条痕が見られる。別類の可能性も考えられる。234は底部付近の胴

部片である。底部付近まで 2列 1単位の貝殻腹縁刺突線文が入り,縦位の貝殻条痕は施されない。
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Ⅲe類土器 (第45図 )

235～ 237は口縁部片である。235は レモン形の器形を呈する。口縁部は両端が山形に立ち上がって

おり,少なくとも2つの波頂部を呈すると思われる。復元口径13.6cmで ある。口縁部には4段の貝

殻腹縁刺突文が口縁部の形状に沿って施され,口縁部文様帯が構成されている。その下には楔形突

帯が 3段貼付されているが,突帯は頂部が摩滅等によって丸味を帯びている。楔形突帯間には貝殻

腹縁刺突線文が施文されているが,縦位の貝殻腹縁刺突線文にX字状の貝殻腹縁刺突線文を組みあ

せた文様パターンである。内面はナデ調整である。236は口縁部が平坦である。端部を四角くおさめ,

その上に連続したキザミロが施される。口縁部には 4段の横位の貝殻腹縁刺突文によって口縁部文

様帯が構成され,文様帯下には楔形突帯が貼付される。突帯の横には貝殻腹縁刺突線文が施されて

いる。237は角筒もしくはレモン形と思われる。口縁部が山形に立ち上がっており,波頂部を呈する

と思われる。貝殻腹縁刺突文が口縁部の形状に沿って施され,口縁部文様帯が構成されている。胴

部には貝殻条痕が斜位に施され,楔形突帯が貼付されている。突帯の間には貝殻腹縁刺突線文が施

されている。

238～ 247は胴部片である。238は残存部における復元胴部最大形が19.6cmを 測る。楔形突帯が 2段
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にわたってやや密に貼付され,突帯を挟み込むように, 1列ずつ縦位の貝殻腹縁刺突線文が施され

ている。突帯間が密なため,刺突線文は一見 2列に見える。239・ 245は斜位の貝殻条痕の上に楔形

突帯が 2段貼付されている。突帯の側面には連点状に刺突が施されている。2401ま横位の貝殻腹縁刺

突文が 3段にわたって施されて支様帯を構成していることから,口縁部付近と思われる。突帯は削

られて原形を留めていない。241・ 246も 240と 同様に口縁部付近と思われる。突帯の周囲には斜位の

貝殻腹縁刺突線文が施されている。242は摩滅等によって突帯が原形を留めておらず,調整 。文様等

もはっきりとしない。243は突帯がほとんど残存していない。文様帯によって,調整痕にあたる貝殻

条痕があまり見えないのが一般的なのに対 し,243は広く確認できることから,胴部の下位にあたる

-73-



249

鶴 :観 へ孟拶

靭蕃螺 すヽ

埠

251

il:i:|二
:!忘!i:‐

鰻緻
253

用
側
＝
州
　
５９２

醒
，

２５７

議

鍵鮭‖
262

鞠
＝

２６０

‐

２６３

層

２６８

癬

２６７

脚

２６６

η

２５４ 臨 鐸駆覇鞠ゴ

等
'

:観層
261

264

院 ェ 鞠 鵡 籐錢 鰯

第46図  縄文土器 15(Ⅳ類 )

-74-



と思われる。244は外面がナデ調整である。247は突帯の周囲の刺突が細かくて深く,沈線状に見え

る。

V類土器 (第46図 )

248～ 255は口縁部片である。口縁部が緩やかに外反し,口縁端部は四角くおさめる。248は復元口

径20.4cmを測る。円筒形を呈し,文様は貝殻腹縁によって施文されている。口縁下は横位の貝殻刺

突文が 2段巡る。その下には貝殻腹縁による縦位の貝殻条痕が施され,再び横位の貝殻刺突文が 2

段巡っている。その下には縦位の貝殻刺突文が 2段にわたって施されている。内面はナデ調整であ

る。249。 252は ,口縁下に貝殻腹縁によって横位の貝殻刺突文が 3段施され,その下には縦位の貝

殻刺突文が巡る。249は復元口径14.4cmを 測る。2501ま口縁下に横位の貝殻刺突文が 4段施され,そ

の下には縦位の貝殻刺突文が巡っている。251は口縁端部を四角くおさめ,その上に連続したキザミ

目が施されている。口縁下には横位の沈線文が 1条施され,その下には縦位の貝殻刺突文が,さ ら

にその下には横位の貝殻刺突文が巡っている。253・ 254は口縁下に横位の貝殻刺突文が 2段施され,

その下には縦位の只殻刺突文が巡っている。2541よ口唇部に連続したキザミロも施されている。255

は口縁下に貝殻腹縁によって横位の貝殻刺突文が 3段施され,その下には縦位の貝殻刺突文が巡っ

ている。

256～ 2701よ胴部片である。256は横位の貝殻刺突文が 1段施され,その下に縦位の貝殻刺突文が巡

り,さ らにその下には再び横位の貝殻刺突文が施されている。257は横位の貝殻刺突文が 5段,その

下には縦位の貝殻刺突文が施される。残存部分における復元胴部最大径は14.2cmである。258～

260・ 263は縦位の貝殻刺突文が 2段にわたって施されている。261・ 262'264は縦位の貝殻刺突文が

1段施文されている。265～ 268は刺突文の形状が横長であることから,貝殻腹縁を縦位にやや押し

引きながら刺突していると思われる。265～ 267は 2段,2681ま 1段の施文である。2691よ残存部分に

おける復元胴部最大径が12.4cmを測る。縦位の貝殻刺突文が 2段にわたって施されている。270は残

存部分における復元胴部最大径が12.4cmを 測る。縦位の貝殻刺突文を施文したのち,間隔を開けて

2段の横位の貝殻条痕が施されている。271は胴部～底部付近である。復元底径12.4cmを測る。胴部

には縦位の貝殻刺突文が 2段にわたって施され,底部付近にはヘラ状工具によって沈線文が鋸歯状

に施文されている。

V類土器 (第47図 )

272・ 274は口縁部である。272は胴部からほぼ直線的に立ち上がり,口唇部を四角くおさめる。口

唇部には連続したキザミロが施される。胴部は貝殻腹縁によって綾杉状に条痕文が施される。内面

はナデ調整である。復元口径35cmを測る。274も 胴部からほぼ直線的に立ち上がり,口唇部を四角

くおさめ,連続したキザミロが施される。胴部には横位の貝殻条痕が施されている。復元口径

22.2cmを 測る。

273・ 275～ 280は胴部片である。2731よ胴部に縦位の貝殻条痕が施され,その上に斜位の貝殻条痕

が綾杉状に施される。内面は工具によるナデ調整である。275は胴部に貝殻腹縁による貝殻条痕が綾

杉状に施される。内面は貝殻条痕調整である。276・ 2781よ外面が横位による貝殻条痕で,内面は工

-75-―



Ⅳ

ＩＩ

坪
藉

276

278

門
Ｈ
Ｈ
Ｈ
阿
　
７５２

日
周
阿緯

，

２８０

，

２７７

0                   10cm

縄文土器16(V類 )第47図

-76-



具によるナデ調整である。277・ 279・ 280は貝殻条痕が綾杉状に施される。内面は貝殻条痕調整であ

る。

Ⅵ類土器 (第 48。 49図 )

281～288は 口縁部である。281は口縁部から胴部下位まで接合できたものである。円形で基本的に

筒形を呈するが,文様帯の境あたりに胴部最大形をもって若干張りをもつ。復元口径18.4cmを 測る。

口縁部から胴部最大形にかけて支様帯を構成し,口縁直下から貝殻腹縁による横位の条線文が施さ

れている。調整は内タト面ともにナデ調整であるが,内面は板状工具によるナデ調整と思われ,工具

痕が確認される。282は口縁部から胴部上位にかけて貝殻腹縁による条線文が施されている。施文パ

ターンは,縦位施文の上に横位施文を組み合わせたものである。調整はナデ調整である。復元口径

25cmを測る。283・ 284・ 287は 口縁直下に少し空間を空けてから貝殻腹縁による横位の条線文が施

されている。284は復元口径22.4cmである。285は 283・ 284・ 287と 同様に口縁直下に少し空間を空け

てから文様帯が構成されているが,横位の刺突連点文が施文されたのち,貝殻腹縁による横位の条

線文が施されている。287'288は 口縁直下から文様帯が構成され,貝殻腹縁による横位の条線文が

施されている。内外面ともに丁寧なナデ調整である。287は復元口径15.8cmを測る。

289・ 290は胴部片であるが,文様帯部分であるので,口縁部から胴部上位にかけての部分である

と推定される。外面はナデ調整ののち,貝殻腹縁による横位の条線文が施されている。内面も丁寧

なナデ調整である。

291は底部である。厚手の平底で底径9cmを測る。

Ⅶ類上器 (第 50図 )

292～308は胴部片である。292・ 2931ま ,外面は斜位の条痕の上に縦位の条痕が施文されている。

内面はケズリである。292は残存部分における復元胴部最大径が15.6cm,298は 12.2cmを 測る。294は

外面に縦位の条痕が施文されている。復元胴部最大径が15.4cmを 測る。295は外面に条痕が雑に施さ

れている。内面はケズリである。296・ 297は ,外面は横位の貝殻条痕で,内面はナデ調整である。

296は復元胴部最大径が20.4cm,297は 14.2cmである。298。 299は外面が斜位の貝殻条痕で,内面は

ケズリのちナデ調整である。298は復元胴部最大径が17.8cm,299は 15.2cmである。300～ 3021よ外面

が斜位の貝殻条痕,内面はケズリである。3001よ復元胴部最大径が12.6cmと 小形である。303は外面

が横位の貝殻条痕で,内面はケズリである。3041ま外面が縦位にちかい斜位の貝殻条痕であるが,貝

殻の肋が太いものである。内面はケズリである。復元胴部最大径が13.2cmを 測る。305～ 3081ま外面

が縦位の貝殻条痕,内面はケズリである。306は復元胴部最大径が10.8cmと 小形である。

Ⅷ類土器 (第51図 )

309は胴部片である。やや張りをもち胴部最大径は22.6cmである。沈線文が描かれ,その間には縄

文を意識したようなものが施されている。型式的には塞ノ神Ab式が最も近いと思われるが,その

ものとはいいきれない部分もある。310～ 3131ま胴部片で,縦位の沈線文ののちに横位の沈線文が施

される。内外面ともにナデ調整である。塞ノ神式に伴ってたまに散見される土器であるが,型式未
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設定の上器である。314は胴部片で,中央に沈線文が描かれ,その上に縦位の撚糸文が施されている。

内外面ともにナデ調整である。315は外面はナデ調整のうえに貝殻条痕が流水状に施される。内面は

貝殻条痕調整である。316は外反する口縁部で,口唇部を四角くおさめている。内外面・口唇部に楕

円押型文が施されているが,外面は縦位方向,内面は横位方向に回転施文されている。317は直立す

る口縁部で,復元口径21.4cmである。器壁は厚い。外面は縦位の貝殻条痕が施され,指頭圧痕も認

められる。内面は丁寧なナデ調整である。318も 直立する口縁部で,復元口径15cmである。口縁端

部は四角く面取りされる。外面はナデ調整で,内面は逆目板調整が施される。3191ま胴部片である。

器壁は厚く,残存部における胴部径は12cmである。タト面は縦位の貝殻条痕のちナデ調整で,内面は

逆目板調整が施されている。3201よ底部で,底径9.8cmを 測る。外面は縦位の貝殻条痕のちナデ調整

で,内面はナデ調整である。321は胴部～底部で,復元底径13.3cmで ある。外面はナデのち縦位の只

殻条痕で,内面はヘラナデが行われている。

Ⅸa類土器 (第 52図 )

322～328は底部片である。322～326は円形で,縦位の条痕文が施される。底径はそれぞれ,322が

15cm,323が17.2cm,324が ll.4cm,325が 10cm,326が1lcmで ,324～ 326は小形である。326は底

部にあたる粘土板の側面に粘土紐を密着させて胴部を構成している。327・ 328は角形である。底径

はそれぞれ,327が8.2cm,328が7.4cmと小形である。3271よ底部付近が縦位の只殻条痕で,胴部は斜

位の貝殻条痕である。328は縦位の貝殻条痕が施されている。

Xb類土器 (第53図 )
329～ 345は底部片である。ほぼすべて円形を呈すると推定される。329は復元底径8.2cmと 小形の

ものである。外面は縦位の貝殻条痕が施される。3291よ底部にあたる粘土板の上端部をやや凹ませ ,

そこに粘土紐を密着させて積み上げている。331は復元底径13cmである。332は 329と 同様に,底部

にあたる粘土板の上端部をやや凹ませ,そ こに粘土紐を密着させて積み上げている。復元底径10cm

である。333・ 334は底部にあたる粘土板の端を丸くおさめて凸状にし,胴部を構成する粘土紐を凹

ませて密着している。復元底径はそれぞれ9.2cm・ 9.6cmである。335は復元底径12.4cmである。336

は胴部は斜位の貝殻条痕で,底部付近は縦位の貝殻条痕が施されている。復元底径 10。4cmである。

337は復元底径13.8cmである。338'339は ,復元底径がそれぞれ9cm。 10cmと 小形である。340は復

元底径14cmである。器面調整である横位の貝殻条痕の上に縦位の只殻条痕が施されている。底部に

あたる粘土板の側面に粘土紐を密着させて胴部を構成している。341は復元底径12.8cmで ある。外面

は斜位の貝殻条痕が施される。底部にあたる粘土板の側面に粘土紐を密着させて胴部を構成してい

る。底部と胴部との接合を強回にするためか,底部内面にさらに粘土板が貼り付けられており,厚

手の底部となっている。342は復元底径が7.8cmと 小形である。343は復元底径14.8cmである。344・

345は摩滅が著しい。復元底径はそれぞれ10cm・ 10,8cmで ある。
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Xc類土器 (第54図 )
346～ 353は底部片である。Ⅸ a・ b類が底部からほぼ真っ直ぐ立ち上がるのに対し,底部からや

や外に開いて立ち上がる。ほとんどが円形と推定される。346は復元底径13.2cmで ある。只殻腹縁に

よる横位の貝殻条痕が施される。347・ 348は復元底径がそれぞれ8,4cm・ 8.4cmと 小形である。底部

付近は貝殻腹縁による横位の貝殻条痕で,その上は斜位の貝殻条痕が施されている。349は底部にあ

たる粘土板の端部に粘土紐を積み上げて胴部を立ち上げ,さ らに胴部内面にも粘土紐が貝占付されて

いる。350は復元底径が10.2cmと小形である。外面には斜位の貝殻条痕が施されている。351・ 352は

摩減が著しい。353は復元底径が13cmで ,横位の貝殻条痕が切 り合うように施されている。
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第55図 縄支土器24(Ⅸ d類 )

DC d類土器 (第 55図 )

354～ 3591よ底部片である。354。 355は深い尖底土器で,内外面ともに貝殻条痕が施されている。

356はやや浅い尖底土器である。外面はケズリ状の調整が施され,内面は貝殻条痕である。357・ 358

は浅い尖底土器で,丸底とも呼べるほどである。内外面ともに貝殻条痕が施されている。359は深い

丸底土器とも呼べる形状を呈している。外面はケズリ状の調整が施され,内面は貝殻条痕である。

X類土器 (第56図 )

X類は縄文時代早期から前期に帰属すると考えられる土器で,型式認定の難しいものや,型式が

判明しても個数が少ない土器群を一括してまとめたものである。

360は 口縁部片である。復元口径9.2cmと 小形のものである。日縁端部にはキザミロが施され,胴

部には左右の斜位の条痕が,そ して最後に横位の条痕が施されている。内面はナデ調整である。363

は胴部片で,復元胴部径ll.2cmで ある。胴部には左右の斜位の条痕が,そ して最後に横位の条痕が

施されている。内面は条痕のちナデ調整である。360と 同一個体の可能性がある。361は 口縁部片で

ある。復元口径14.2cmを 測る。外面には縦位の貝殻条痕がなされ,その後口縁端部からやや下がっ

たところに横位の貝殻条痕が施されている。内面はナデ調整である。362は 口縁部片である。外面に

は縦位の貝殻条痕がなされ,その後文様効果をねらってX字状に貝殻条痕が施されている。内面は

ナデ調整である。364は口縁部で,復元口径9cmである。外面はナデ調整ののち斜位の貝殻条痕が施
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される。内面はナデ調整である。365。 366は 曽畑式上器である。型式は判明したものの,個数が 2

点のみであったため,本類で扱った。365は 口縁部片である。口唇部にキザミロが施され,外面には

横位の沈線文,内面には横位の連点文が 2段に施されている。366は胴部片である。外面には横位の

沈線文,内面には横位の連点文が施される。

XI類土器 (第57図 )
374を 除いて全て口縁部片である。367～ 372は 口唇部にキザミロが施され,口縁下には刻目突帯文

が貝占付されている。内外面ともに貝殻条痕調整である。3671よ 口唇部キザミロと刻目突帯文との間に

刺突連点文が施されている。374は胴部片で, 6条のみみずばれ状突帯が貼付されている。内面は貝

殻条痕調整である。375。 376は 口縁部がほぼ直立する。375は復元口径23.4cmを測る。内外面ともに

貝殻条痕調整だが,外面は口縁下が横位,その下が斜位の条痕である。376は復元口径18.8cmである。

外面は斜位の貝殻条痕で,内面はナデ調整である。377も 口縁部が直立する。内外面ともに貝殻条痕

調整で,外面口縁下には 3段の刺突連点文が施される。復元口径22cmである。

XⅡ a類土器 (第 58図 )

378は 口縁部～胴部である。復元口径17cm,残存部器高17.3cmと 小形である。口縁部はやや外反

し,胴部がわずかに張る。口縁下には 2条,胴部最大径には 1条の微隆起突帯が巡る。胴部には相

交弧文が 2段ずつ巡っているが,文様自体は退化しており,肉限ではあまり明瞭ではない。内外面

ともにナデ調整であるが,内面の胴部最大径周辺のみ横位の貝殻条痕が認められる。

XⅡ b類土器 (第59図 )

379はやや外反する口縁部である。口縁下に横位の刻目突帯文が 2条貼付されている。横位の刻目
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突帯文の下には縦位と斜位の刻目突帯文が貝占付され,突帯の間には斜位の沈線文が施される。内面

には横位の連点文が施される。380～ 385は胴部に刻目突帯文と沈線文が施されるものである。3801よ

斜位の刻目突帯文が貼付され,突帯の間には斜位の沈線文が施される。内面はナデ調整である。381

は中央部に縦位の刻目突帯文が貝占付され,突帯の両側面には縦位と斜位の沈線文が施される。382・

383は縦位の刻目突帯文が貼付され,突帯の横には縦位の沈線文が施される。384は縦位と斜位の刻

10cm
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第59図  縄支土器28(XⅡ b類 )

目突帯文が貼付され,突帯の間には縦位と斜位の沈線文が施される。385は縦位と横位の刻目突帯文

が貝占付され,突帯の間には縦位と横位の沈線文が施される。386～ 3891よ胴部片で,胴部に縦位の連

点文が施されるものである。

″ 384
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XⅢ類土器 (第 60図 )

390～ 393は口縁部である。3901よ口縁部が内弯するものである。口縁部外面には横位の連点文が 3

段に施される。内外面ともに貝殻条痕のちナデ調整である。391も 口縁部が内弯するものである。口

縁部外面の屈曲部分には 1条の刻目突帯文が貼付される。外面は貝殻条痕文,内面はナデ調整であ
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第61図 縄文土器30(XⅣ a類 )

る。392は 口径15.8cmで口縁部がほぼ直立するものである。口縁直下には 1条の刻目突帯文が貼付さ

れる。タト面は条痕のちナデ調整,内面は条痕調整である。3931よ 口縁端部がわずかに内傾するもので

ある。端部には 1条のキザミロが施される。内外面ともにナデ調整である。

394・ 395は胴部片である。394は胴部が括れるもので,胴部上位に 1条の刻目突帯が貼付 される。

外面は貝殻条痕が施され,内面はナデ調整である。395も 胴部が括れるものである。内外面ともに貝

殻条痕調整である。

XⅣ a類土器 (第61図 )

399～408は胴部片である。399は胴部最大径で屈曲し,断面が逆「く」字状を呈する。胴部最大径
部分には刻目突帯文が買占付される。突帯をはさんで上位は右斜め,下位は左斜めの貝殻条痕が施さ

れる。内面は横位の貝殻条痕である。400'401は 屈曲部より上位の胴部片で,内傾している。土器

片下端部に刻 目突帯文が貼付され,外面は斜位の貝殻条痕,内面は横位の貝殻条痕が施されている。
402は屈曲部より下位の胴部片で,外傾している。復元胴部最大径は33.8cmである。土器片上端部に

刻 目突帯文が貼付され,外面は斜位の貝殻条痕,内面は横位の貝殻条痕が施されている。403～
406・ 408は屈曲部より下位の胴部片と思われ,タト傾 している。403・ 404。 408は内タト面ともに横位の

貝殻条痕が施される。405は 内外面ともに横位と斜位の貝殻条痕である。406は外面が斜位,内面は

班 08
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横位の貝殻条痕である。407は屈曲部より上位の胴部片と思われ,内傾している。内外面ともに横位

の貝殻条痕が施されている。

XVb類 土器 (第62図 )
409～415は胴部片である。409は残存部分における胴部最大径が27.2cmを 測る。外面は横位と斜位

の貝殻条痕で,内面は貝殻条痕のちナデ調整が施されている。4101よ外面が横位の貝殻条痕,内面は

貝殻条痕のちナデ調整である。411は残存部分における胴部最大径が19.8cmを 測る。外面は横位と斜

位の貝殻条痕で,内面は横位の貝殻条痕が施されている。4121よ外面が斜位,内面が横位の貝殻条痕

である。4131ま外面が斜位と横位,内面が斜位の貝殻条痕である。414は 内外面ともに斜位の貝殻条

痕が施される。415は他と比べて細めの貝殻条痕が施される。タト面はほぼ縦位,内面は横位と斜位の

条痕である。

XV類土器 (第 63図 )
416は 口縁部で,ややタト傾する。タト面には縄文が施され,内面はナデ調整である。417～424は胴部

片である。417・ 418は 胴部がゆるく外反するもので,外面は縦位の縄文,内面はナデ調整が行われ

ている。419は胴部が外傾するもので,外面は縦位の縄文,内面は上位が縦位の縄文,下位はナデ調

整が行われている。420は丸く張る胴部で,外面が斜位の縄文,内面はナデ調整である。421も 胴部
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第63図 縄文土器32(XV類 )

が丸 く張る。外面は剥落しているものの,縄文が施された痕跡が伺える。内面はナデ調整である。
422は胴部が丸 く張り,外面が縦位の縄文のちナデ,内面はナデ調整が行われている。423・ 424は外
面が斜位の縄文,内面はナデ調整である。

XⅥ類土器 (第64図 )

425は 口縁部で口径27.2cmである。ほぼ直立して立ち上がり,口唇部に向かってやや細 くなる。内
外面ともに条痕調整がなされるが,内面が横位方向の条痕調整なのに対し,外面は横位 と斜位方向
から行われており,雑な印象を受ける。426～428は内外面とも条痕調整のち一部にナデが認められ
る。427は 残存部における胴部径は23.8cmである。429は外面が斜位の条痕で,一見ケズリのような
印象を受ける。残存部における胴部径は21.2cmである。内面は条痕のちナデ調整である。430は 内外

面ともに雑な条痕調整である。431・ 4331よ内外面ともに条痕調整であるが,外面は太い条線で,内
面には細い条線が認められる。

432は外面が縦位の条痕で,一見ケズリのような印象を受けるものである。内面は横位と斜位の条痕
調整で,細かい条線が認められる。433は外面は太い条線が縦横に入り,内面には細い条線が認めら
れる。434は内外面ともに条痕のちナデ調整である。435は外面が斜位の貝殻条痕,内面は条痕のち
ナデ調整である。436は外面は細かい条線が入 り,内面は太い条線が認められる。437は内外面とも
に斜位の条痕調整である。438は外面は太い条線と細かい条線が入り交じり,内面は細かい条線とナ
デ調整が認められる。4391よ外面が縦位の条痕調整,内面は横位の条痕のちナデ調整である。
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第66図 縄文土器35(XⅦ類 )

XⅦ類土器 (第 65・ 66図 )

440～ 448は胴部片である。440は胴部最大径でいったんふくらんだ器形が頸部で括れて再び口縁部

へ向かって広がっていく器形を呈する。胴部最大径は29cm,頸部の括れ部分が27cmである。外面

には縦位の貝殻条痕文が施される。内面は横位の貝殻条痕とナデ調整である。441は 中央部が弱くく

びれるものである。括れ部分で25.6cmを測る。外面は縦位の貝殻条痕文,内面は横位の貝殻条痕で

ある。442・ 443は胴部下位の土器片と思われる。残存部分で28.6cmで ある。外面は斜位の貝殻条痕

文,内面は横位と斜位の貝殻条痕のちナデ調整である。444は丸 くふ くらんだ胴部片である。残存部

分で42.6cmを 測る。外面は縦位の貝殻条痕文,内面は横位の貝殻条痕である。445は胴部下位の土器

片と思われる。残存部分で41.2cmで ある。外面は斜位の貝殻条痕文,内面は斜位の貝殻条痕が主で
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第68図 縄文土器37(XX類 )

一部にナデ調整も認められる。446は 中央部が弱 く括れるものである。括れ部分で13.8cmを 測る。外

面は縦位の貝殻条痕文,内面は横位の貝殻条痕が主で, くびれ部分にはナデ調整も認められる。447

は胴部下位の土器片と思われる。残存部分で16.4cmである。外面は縦位の貝殻条痕文,内面はナデ

調整である。448は 中央部が弱く括れるものである。外面は縦位の貝殻条痕文,内面は横位の貝殻条
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第69図 縄文土器38(XXI類 )

痕が施される。

XⅧ類土器 (第 67図 )

449は口縁部片で,復元口径29cmを測る。口唇部には指頭によって連続 したキザミロが表裏面交

互に施されている。外面は横位のヘラケズリののちナデ調整が行われ,そ の後ヘラ状工具によって

縦位のヘラケズリ文が施されている。内面は工具によるナデ調整である。450は胴部片で,外面には

斜位の凹線文が施文され,内面は工具によるナデ調整である。451・ 452は ともに胴部片で,外面が

横位の凹線文,内面はナデ調整である。

X区類土器 (第67図 )

453～ 458は 胴部片である。いずれも内外面ともにナデ調整が行われる。文様は施されていない。

綾
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第70図 縄文土器39(XXⅡ a類 )

無文であるが色調・胎土ともにXⅧ類に類似しており, XⅧ類と同一型式, もしくは同時期の土器

と推定される。453は残存部における胴部径が20cmを測る。同じく455は 18cmである。

XX類土器 (第 68図 )
459は胴部から口縁部へ向かってやや外反して立ち上がる器形で,口縁部は肥厚して口縁部文様帯

を形成している。口縁部文様帯には先端の丸い棒状工具,あ るいは半裁竹管によって 3条の凹線文

を巡らし,沈線間には連点文が施されている。口径28.4cmで ,外面は条痕のちナデ,内面はナデ調

整が行われている。460は口縁部文様帯下端の最も肥厚した部分で,口縁部文様帯には貝殻腹縁によ
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る連続したキザミロが施され,その上には 1条の凹線文が巡っている。内外面ともにナデ調整であ

る。461も 口縁部文様帯下端の最も肥厚した部分で,口縁部文様帯には連続したキザミロが施されて

いる。内外面ともに丁寧なナデ調整である。462も 口縁部文様帯下端の最も肥厚した部分で,拓本で

はうまく現れていないが,わずかにキザミロが認められる。463は口縁部が肥厚して外反するもので

ある。口縁部文様帯には先端の丸い棒状工具,あ るいは半裁竹管によって「コ」字形文が施文され

る。内外面ともにナデ調整である。464は外反する口縁部で,口唇部は平坦ではなく,やや立ち上が

りが見られる。口縁部外面には「コ」字形文と縦位の凹線文が 2条施されている。内外面ともにナ

デ調整である。465は胴張りの浅鉢と思われる。口径24.2cmを 測る。張った胴部から顕部へ向かって

内傾し,頸部で屈曲して再び外傾する器形を呈する。口縁部外面には角棒状の工具によって四角い

連点文が 2段にわたって施されている。胴部外面はケズリもしくは逆目板調整ののちナデが施され,

内面はナデ調整である。466は外反する口縁部で,口唇部には連続した長いキザミロが施される。外

面には縦位の凹線文が 2条施されている。内外面ともにナデ調整である。467は外反する口縁部付近

と思われる。外面には横位に 1条,縦位に 2条の凹線文が施されているが,天地逆の可能性もある。

内外面ともにナデ調整である。468は小形の器種で,口径11.6cmで ある。口縁端部の内面には突帯が

貼付され外面には縦位の沈線文が施文される。内面は工具によるナデ調整である。

XXI類上器 (第69図 )
469は 平底で,底部の張り出しがあまりなく,やや括れて胴部へ立ち上がるものである。底径

10cmを 測る。括れ部分には指頭圧痕が明瞭に残る。内面には板状工具による調整痕が認められる。

470はやや上げ底の底部である。接地面から直線的に立ち上がり,それから外へひらく器形で,括れ

部分には指頭圧痕が明瞭に残る。底径12.6cmを 測る。底部外面は丁寧にナデ調整が行われるととも

に,接地面周辺には指頭圧痕も認められる。底部内面は,中央部に直径9cmほ どの円板状粘土を貼

付して底面を形成しており,周囲は指頭によって凹線状に凹んでいる。471は底部の張り出しがあま

りなく,やや括れて胴部へと立ち上がる器形である。底径11.6cmを 測る。内外面ともに比較的丁寧

なナデ調整が施されている。472はやや上げ底になる底部である。底径11.6cmを測る。残存状態が悪

く,内外面ともに表面が剥落しているため調整は不明だが,胎土中に細かい滑石粒が含まれている

のが観察される。本類で報告したが,時期が異なる可能性も考えられる。

XXⅡ a類土器 (第 70図 )

474～476は精製の深鉢である。473は ,器形は胴部上位から顎部にかけて外反しながら内傾し,口

縁部で再び屈曲して口縁部文様帯をもつものである。口縁部は内側に屈曲する。口縁部文様帯には

先端の丸い棒状工具,あ るいは半裁竹管によって 2条の凹線文を巡らしている。胴部最大径部分に

も 1条の凹線文が巡る。外面はミガキ,内面は丁寧なナデ調整である。口径25cm,胴部最大径

26.2cmを 測る。474は口縁部が直立し,やや肥厚するものである。口縁部文様帯には 4条の凹線文を

巡らしている。外面はミガキ,内面は丁寧なナデ調整である。475は胴部片であるが外面に 2条の凹

線文が施されている。外面はミガキ,内面はナデ調整である。一応本類に含めたが,口縁部文様帯

への施文ではないため,時期が異なる可能性も残しておきたい。476は日縁部が直立し,やや肥厚す
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るものである。口縁部文様帯には 3条の凹線文が施されている。外面はミガキ,内面は丁寧なナデ

調整である。477～ 479は粗製の深鉢である。477はやや外傾した口縁部である。屈曲等はなく直線的

に立ち上がる。無文で内外面ナデ調整である。478は頸部にかけて外反した器形が口縁部で屈曲した

ものである。口縁部文様帯は作出されているが,無文である。調整は内外面ともにナデ調整である。

479は胴部片である。胴部最大径でわずかにふくらんだ後,頸部で若干括れて再び外にひらく。胴部

最大径は27.4cmである。内外面ともにナデ調整が施される。

XXⅡ b類土器 (第71図 )

480～ 489は精製の浅鉢である。480は口縁部で,器形は胴部上位から顎部にかけて外反しながら内

傾し,日縁部で再び屈曲して断面形がS字状を描くものである。口径31.4cmを測る。胴部最大形は顎

部付近と高い位置にあり,30cmを測る。内外面ともにミガキ調整が施される。481も 口縁部で,顎

部から外反した器形が口縁部で短く屈曲したものである。口縁部文様帯は直立し, 1条の細い凹線

文が施されている。内外面ともにミガキ調整が行われている。482～489は胴部片で,4821よ胴部上位

から顕部にかけて外反しながら内傾し,口縁部へ向かって再び外傾している。胴部最大径の位置は

高くて頸部付近にあり,24cmを測る。内外面ともにミガキが施される。483～485は胴部上位から頸

部にかけて外反しながら内傾している。胴部最大径の位置は高くて頸部付近にある。胴部最大径は,

483が23.2cm,484が 19cm,485が 24.6cmを測る。内外面ともにミガキ調整である。486～ 489は胴部

下位部分で,外傾するものである。内外面ともにミガキ調整が行われている。486は胴部最大径が

12cmである。

XXⅡ c類土器 (第 71図 )

490は底部接地面から外傾して立ち上がるもので,底部と胴部下半部との境が明瞭ではないもので

ある。復元底径8cmを測る。491は底部と胴部下半部との境が明瞭なもので,復元底径7cmを測る。

492は底部が台形状に張り出すもので,胴部下半部との境が明瞭なものである。薄底で,若千上げ底

となる。底径12.4cmを測る。493・ 494は厚めの平底で,底部が台形状に張り出すものである。493は

底径7.2cmで ,底部内面が黒色化している。494は底径10.2cmで,底部内面は丁寧なナデ調整が施さ

れている。495は底部の張り出しがあまり見られない。底径9.6cmで ,内面には付着物が残存してい

る。496・ 497は平底で底部がやや張り出すが,薄底である。底径はそれぞれ9.8cm,8.6cmを 測る。

498は底部が台形状に張り出すもので,胴部下半部との境が明瞭なものである。底径5,8cmを測る。

底部内面は平坦部をもたず立ち上がる。底部と胴部の境日付近には,工具による起点痕が認められ

る。
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(2)縄文時代の石器

縄文時代の石器は,調査区のほぼ全域で出土した。特にB‐25～ H‐32区あたりにかけて集中性が高

い。出土した器種は 18種類に及ぶが,器種ごとの出土状況に特徴は見られない。使用石材も多様

であるが,特に黒曜石に関しては 5つの産地のものが出土している。最も多いのは上牛鼻産系で ,

これは安茶ヶ原遺跡では最も入手し易い黒曜石と考えられることから,当然のことであろう。三船

産は散在的に出上しているものの,針尾産系がD-31～ F…32区あたりにかけて,腰岳産系がG・ H‐30

区あたりにかけて集中する傾向が伺える。そのほかに桑ノ木津留産とされる霧島系の黒曜石も少量

ながら利用されている。

石器の器種に関しては,以下の基準に基づいて分類 した。

【石鏃】

小型の剥片石器の中で,先端が尖頭状を呈し基部を明確に作出したもの。基部の形態には,平基

式と袂りの入った凹基式のものがある。なお,未完成品であっても,最終形態として上述の形態を

意識していると判断したものについては石鏃に含めてある。

【スクレイメヾ―】

剥片の側縁部,あ るいは末端部に二次加工を施して刃部を作り出したもの。掻器と削器を含む。

【石匙】

横長の剥片を用い,片側縁部に刃部を形成したもの。反対側の側縁部には両側から挟りを入れて

つまみ部分を作出している。

【石錐】

剥片の鋭端部周辺に二次加工を加えて,錐状の刃部を形成したもの。

【石斧】

短冊形 。長楕円形・乳棒状を呈するものを主とし,両刃あるいは片刃の刃部を有するもの。調整

方法により磨製石斧 。打製石斧・局部磨製石斧に細分する。

【石錘】

方形の河原石を用い,両端を打ち欠いて紐がかりの四みを作出したもの。

【磨石】

円礫を素材とし磨耗痕を残すもの。なかには敲打痕を残すものもあり,敲石と明確に区分できな

いものも多い。敲打痕を残していても,磨面の痕跡の割合の方が大きい場合は,磨石に分類した。
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第73図 縄文石器分布図 (2)
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【凹石】

円礫表裏面の中央部付近への集中

的な敲打により断面が凹状を呈する

もの。

【敲石・ハンマーストーン】

円礫を素材とし敲打痕を残すもの。

なかには磨耗痕を残すものもあり,

磨石と明確に区分できないものも多

い。磨耗痕を残していても,敲打痕

の割合の方が大きい場合は,敲石に

分類した。

【礫器】

自然礫の縁辺に直接調整剥離を加

えて刃部としたものや,自然の鋭利な縁辺を刃部として使用し,結果として使用痕が残ったもの。

【軽石製品】

軽石を素材とし,形態的特徴などから人為的な加工が行われたと推測されるもの。

【石核】

自然礫に凹み状の剥離痕が認められ,剥片を剥がした痕跡が伺えるもの。

【石皿】

大形の円礫や角礫を素材として磨面が見られるもの。縁辺を加工して形状を整えるものや,加工

せずそのまま利用するものがある。台石との区別がつきにくいものも多いが,磨面のみを残すもの

を石皿に分類した。

【台石】

大形の円礫や角礫を素材としたもので,敲打痕を残し作業台として用いられた可能性を想定でき

るもの。板状のものが多い。なかには敲打と磨面の両方を残し,石皿との区別のつきにくいものも

あるが,敲打痕を残すものは台石に含めた。

第74図  出土主要石器構成比率
ナイフ形石器
3%
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石材分類

石材の分類に関しては,以下の基準に基づい

て分類した。

【黒曜石 (上牛鼻系)】

漆黒で透明感がなく,灰白色の不純物を比較

的多く含むもの。薩摩川内市樋脇町上牛鼻産や

いちき串木野市平木場産に特徴的である。

【黒曜石 (三船)】

わずかに光を通し,不純物を多く含むもの。

主として鹿児島市吉野町の三船周辺で産出され

る黒曜石に特徴的である。

【黒曜石 (腰岳系)】

黒色で光沢があり不純物がほとんど含まれな

いもの。主として佐賀県伊万里市の腰岳周辺で

産出される黒曜石に特徴的である。

【黒曜石 (針尾系)】

灰～暗灰色で不純物をごく少量含むもの。主

として長崎県佐世保市の針尾周辺で産出される

黒曜石に特徴的である。

【黒曜石 (桑ノ木津留)】

飴色で透明感があり不純物が含まれないも

の。宮崎県えびの市の桑ノ木津留周辺で産出さ

れる黒曜石に特徴的である。

【安山岩】

灰色で石英 。輝石・角閑石を多く含み斑晶が

発達する。鉄分を含むものは灰褐色を呈する。

【サヌカイト】

無斑晶安山岩で,灰色で不純物が少ないもの。

【頁岩】

灰色～青灰色で摂理が発達したもの。

【石英・鉄石英】

石英は白色,鉄石英は赤褐色を呈するもの。

【凝灰岩】

灰色 。緑灰色 。赤灰色を呈するもの。溶結凝

灰岩を含む。

【軽石】

黄白色で気孔を多く含む。 第75図  黒曜石産地別出上分布図

―-108-



①石鏃 (第 79・ 80図 )

石鏃は欠損品や未製品を含め,33点出土

した。石材の内訳としては,黒曜石が26点

で全体の79%を 占めている。そのほかに安

山岩が 3点 ,鉄石英が 2点 ,チ ャー ト・頁

岩が 1点ずつある。黒曜石の産地別では,

上牛鼻産が12点で全体の47%,針尾産が10

点で38%を 占め,そのほか腰岳産が 4点で

15%あ る。県内産は上牛鼻産のみで,針

尾・腰岳の県外産が半分以上を占めている

点が注目される。出土点数33点のうち,27

点を図化した。

長幅比・形態・袂 りの深さ・サイズを指

標に分類を行う。長幅比は①l■～1:1.33,②

l:1.33～ 1:1.75の 2つに分けることができる。

形態はA三角形・B五角形・ C砲弾形・D

鋸歯状の 4つ分けられる。挟 りの深さは a

平坦・ b浅い 。c深いの 3つに分けられる。

サイズは小 。中・大・特大・超大の 5つ に

分けることができる。これらの指標をもと

にまとめると以下のようになる。

【I類 :①一A― a】

長幅比が1:1～ 111,33で ほぼ正三角形に近い

形状を呈し,袂 りがなく平坦なもの。

【Ⅱ類 :①一A一 b】

長幅比が1:1～ 1■ .33でほぼ正三角形に近い

形状を呈し,袂 りの深さが浅いもの。

【Ⅲ類 :②―B一 b】

長幅比が1:1～ 1:1.33で二等辺三角形に近い

形状を呈し,袂 りの深さが浅いもの。

【Va類 :②一A― b】

長幅比が1:1,33～ 1■.75で二等辺三角形に近

い形状を呈し,快 りの深さが浅いもの。

第76図  石鏃使用石材内訳

□ 黒曜石

□ 鉄石英

■ 安山岩

匠 ]チ ャー ト

■ 頁岩

第77図  石鏃使用黒曜石内訳

団 □ 上牛鼻

□ 針尾

第78図  石鏃法量散布図
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【Vb類 :②一A― c】
長幅比が1■33～ 1■75で二等辺三角形に近い形状を呈し,快 りの深さが深く三角形なもの。

【Vc類 :②一A― c・ ①一A― c】
長幅比が1:1.33～ 1:1,75で二等辺三角形に近い形状を呈し,快 りの深さが深く三角形なものと,

長幅比が1■～1■33でほぼ正三角形に近い形状を呈するもの。長幅比に差異があるため,本来ならば

別類にすべきかもしれないが,全体的な形状の類似性を重視し,同類とした。

【V類 :①―D一 c・ ②―D― c】

長幅比が1:1～ 1:1.33でほぼ正三角形に近いものと,長幅比が1:1.33～ 1■.75で二等辺三角形に近い形

状をなすものをまとめた。それぞれ側面が鋸歯状を呈し,狭りは深く三角形である。長幅比に差異

があるが,側面が鋸歯状を呈するという全体的な形状の類似性を重視し,同類とした。

【Ⅵa類 :①一C― c】

長幅比が上l～ 1:1.33で砲弾形に近い形状を呈し,袂 りの深さが深く三角形なもの。

【Ⅵb類 :②―C― c】

長幅比が1■ .33～ 1:1,75で砲弾形に近い形状を呈し,狭 りの深さが深く三角形なもの。

IM c類 :②一C一 b】

長幅比が■1.33～ 1■ ,75で砲弾形に近い形状を呈し,袂 りの深さが浅いもの。

【Ⅶ類】

欠損品・未製品を一括した。

I類 (第79図 )

499は小形の石鏃である。先端部がやや欠損している。腰岳産の黒曜石製で,基部が平基である。

Ⅱ類 (第 79図 )

500～ 504は ほIF正三角形に近い形状である。500～ 502・ 504は小形で,503は大形である。500。

501・ 503・ 504は上牛鼻産の黒曜石で,502は安山岩製である。500・ 501・ 503は基部の快りが特に浅

い。504は左右非対称である。

Ⅲ類 (第79図 )

505は鉄石英製の剥片族で小形のものである。506は腰岳産黒曜石製の五角族で,中形である。
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Va類 (第79図 )
507・ 508と もに腰岳産黒曜石製で,形状は縦軸の長い二等辺三角形を呈する。袂りは逆に縦軸の

低い二等辺三角形を呈している。サイズはいずれも小形である。

Vb類 (第 79図 )
509・ 510は ,全体的な形状がともに縦軸の長い二等辺三角形状を呈する。一方,脚は左右非対称

である。狭りは深く,脚が非対称なために直角三角形に近い形状をなしている。509は上牛鼻産黒曜

石製で中形なものである。5101ま鉄石英製で大形なものである。

Ⅳ c類 (第 79図 )

511・ 512は ,全体的な形状がともに縦軸の長い二等辺三角形状を呈する。脚は左右非対称で,裾

部分が丸みを帯びている。袂りの深さは深く,U字形をなす。5111ま安山岩製で中形のもの,512は

針尾産黒曜石製で大形のものである。

V類 (第 79図 )

513はチヤート製の中形のもので,先端がドリル状に尖っている。脚部は細かな押圧剥離によって

作出されている。左右非対称である。上半部は大きな押圧剥離が行われている。514・ 515は針尾産

黒曜石製で514は中形,5151ま小形のものである。514は鋸歯が大きく作出されており,515は片側は

細かい丁寧な鋸歯が作出されているものの,反対側は鋸歯が見られない。先端部と片脚が欠損して

いる。

Ma類 (第 80図 )
518は針尾産黒曜石製で,長幅比は正三角形に近いが,側面が丸みをもっており,結果として砲弾

形に近い形状をなしている。袂りは深くほぼ二等辺三角形を呈している。サイズは大形である。

Ⅵ b類 (第80図 )

519は安山岩製で,側面が丸みをもち,砲弾形に近い形状をなしている。片脚が欠損しているが ,

袂りは深くほぼ正三角形を呈するものと思われる。サイズは大きく,特大である。

Ⅵ c類 (第80図 )

520は頁岩製の超大な石鏃で,側面が丸みをもち砲弾形に近い形状をなす。袂りは非常に浅い。

Ⅶ類 (第 79・ 80図 )

516は針尾産黒曜石製で,先端部と片脚が欠損しているが,本来は小形で正三角形に近い形状を呈

していたものと思われる。袂りは深くU字形である。5171よ上牛鼻産黒曜石製で,先端部と脚の端部

が欠損している。欠損部分が多いが,本来は特大サイズであったと推定される。袂 りは深くU字形

である。521は針尾産黒曜石製で,縦軸の長い二等辺三角形状を呈する。脚部が両方とも欠損してい

―■1-
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②スクレイパー (第83・ 84図 )

スクレイパーは23点出上した。石材の内

訳としては,黒曜石が12点で52%と半数を

占め,その他にサヌカイト4点,鉄石英 3

点,安山岩と瑶璃が 2点ずつである。

素材剥片の形状と刃部形成の位置を考慮

し, 2つに分類した。

II類】 (第33図 )

剥片の側縁部に二次加工を施して刃部を

作 り出したもので,い わゆる削器である。

剥片の形状は横長のものが多い。

【Ⅱ類】 (第34図 )

剥片の末端部に二次加工を施して刃部を

作 り出したもので,いわゆる掻器である。

剥片の形状は縦長のものが多い。

I類 (第83・ 84図 )

526はサヌカイト製である。三角形に近

い横長剥片の側縁部に刃部形成を行ったも

ので,刃部はほぼ直線になる。表面には自

然面を残す。527も サヌカイト製で,横長

剥片の側縁部に刃部形成を行っている。刃部は半月形である。528も サヌカイト製である。横長で大

きめの剥片を用い,片側縁部に刃部形成が行われている。刃部は半月形である。反対側の側縁部に

は自然面を残している。5291よハリ質安山岩製で,三角形に近い横長剥片の側縁部に刃部形成を行っ

ている。表面には自然面を多 く残している。5301よ鉄石英製である。自然面を利用したもので,刃部

形成を行った片側縁部あたりを中心に剥離調整が行われている。小形の割に厚みがある。531はサヌ

カイ ト製である。横長剥片の両側縁部に刃部形成が行われている。538'5391よ ,本来 I類に掲載す
べきものを実測・レイアウト上の不手際でⅡ類に掲載してしまったものである。538は黒曜石製で三

船産のものである。横長剥片の側縁部の一部に二次加工を施して刃部を形成している。厚みがあり,

上側縁部には自然面を残している。539も 黒曜石製で,上牛鼻系のものである。三角形状の横長剥片

の両側縁部に刃部が形成されている。小形で薄いものである。

Ⅱ類 (第34図 )

532はハリ質安山岩製で,縦長剥片の下側縁部と両横側縁部の 3ケ所に二次加工を施して刃部を作

り出している。533は鶏璃製で,532と 同様,縦長剥片の下側縁部と両横側縁部の 3ケ 所に二次加工

を施して刃部を作 り出している。534は馬璃製で,縦長剥片の下側縁部にわずかに二次加工がされて

第82図  スクレイパー使用黒曜石内訳

第81図  スクレイパー石材内訳

M

図

□ 黒曜石

||サ ヌカイト

匠]鉄石英

璽 安山岩

■1垢瑠

-114-



ｌ μ 岸 伽 ―

《 くこ
こと :
:こ

三 [:
:と
, 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
53
0

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5c
m

//
イ

r〔

/^
く

ヽヽ追
 
ド

第
83
図
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー
1



蘇
】

挑

日

―‐

υ

峨

Ⅷ
圃
願

‐睡
‐籍

‰ q國
1                   537

饉

鮎 q∞
△  

閉

第84図 スクレイパー 2

--116-―

0                   5cm



いる。横側縁部には自然面が残る。535は鉄石英製で,丸みをもった剥片の末端部に刃部を形成して
いる。536は黒曜石製で,上牛鼻系のものである。三角形に近い剥片の末端部に刃部を形成している。

537も黒曜石製で,上牛鼻系のものである。小形の四角形の剥片の末端部と縦の側縁部にに刃部を形

成している。5401ま黒曜石製で,針尾系のものである。微細剥片の末端部に刃部が形成されている。

541は黒曜石製で,上牛鼻系のものである。540と 同じく微細剥片の末端部に刃部が形成されている。

表面には自然面を残している。

③石匙 (第 85図 )

543・ 546は石匙である。543は頁岩製で,薄 く剥ぎ取った横長剥片の片側縁部に刃部を形成してい

る。刃部は両面から押圧剥離が行われており,直線状を呈している。反対狽Iの側縁部には両側から

狭りを入れてつまみ部分を作出している。546は馬璃製である。三角形状の横長剥片で,最も長い側

縁部には両面から押圧剥離が行われ,刃部を形成している。

①石錐 (第85図 )

544は黒曜石製で,針尾系のものである。側縁部に剥離を加えて錐部を作出しており,平面形・断

面形ともに三角形を呈する。つまみ部と錐部との境は不明瞭である。

③剥汁 (第35図 )

545はチャート製の剥片である。両面とも剥離調整を施して三角形を形成しており,石鏃製作を意

図したものと思われる。547は黒曜石製の折断剥片で,上牛鼻系のものである。側縁部の一部に二次

加工の痕跡のようなものが伺える。548も 上牛鼻系黒曜石製の剥片である。上方向からの剥離が行わ

れており,背面には自然面を残す。549は粘板岩製で,使用痕のある剥片である。翼状の横長剥片で,

半月状の側縁部に使用痕が認められる。5501ま腰岳産黒曜石製の剥片である。薄く剥ぎ取った横長剥

片の片側縁部につまみのようなものを作出しようとした様子が伺える。石匙の製作を意図していた

可能性が考えられる。反対側の側縁部には使用痕のような痕跡が残る。551は上牛鼻系黒曜石製の剥

片である。縦長で三角形に近い形状を呈する。表面の一部には自然面を残す。5521ま安山岩製の剥片

である。縦長の薄い剥片で,表面は上方向,背面は下方向からの剥離が伺える。

⑥磨製石斧 (第87～93図 )

磨製石斧は27点出土した。石材の内訳としては,頁岩が23点で全体の85%を 占め,残 りは砂岩が

4点で15%を 占める。出土点数27点のうち,24点を図化した。

出土した磨製石斧は,全体的な形状,調整方法,サイズなどにより7類に分類した。各分類の特
徴は以下のようである。

【I類】

撥形の形状を呈し,刃部は両刃である。研磨が全体的に不十分で,剥離面や自然面を残すもの。

一-117-―
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【Ⅱ類】

短冊形の形状を呈し,刃部が両刃のもの。

研磨は不十分で自然面や敲打痕を残す。

【Ⅲ類】

刃部のみしか残存していないため,全体の

形状は不明だが,刃部幅が広くて薄いもの。

刃部全面に研磨が及ぶ。

【V類】

短冊形の形状を呈するもの。刃部は両刃で,

厚みを増し断面が楕円形となる。研磨は全面に及ぶものが多いが,一部に剥離面や敲打痕, 自然面

を残すものもある。

【V類】

基部のみで全体の形状が不明なものや,ノ ミ形と推定されるもの等を一括した。

【Ⅵ類】

基端部が一方の側縁に偏る形態で,いわゆる北古賀タイプと呼ばれる形態のもの。研磨は不十分

で自然面や敲打痕を残す。

【Ⅶ類】

平面形は刃部に最大幅をもち,基部が半分以下に細くなる乳棒状を呈するもの。

I類 (第87図 )

553は頁岩製である。平面形は刃部に最大幅をもち,基部が細くなる撥形を呈する。表面が剥離し

ているため,全体の調整は不明だが,部分的に研磨の痕跡が伺える。刃部は刃こぼれしている。554

も頁岩製である。基部周辺が欠損しているため全保の形状は不明だが,撥形を呈すると思われる。

表面は剥離しており,調整は不明である。裏面は剥離面を残す。

Ⅱ類 (第 38・ 89図 )

555は頁岩製である。両側縁がほぼ平行し,刃部と基端部が若千すぼまる短冊形の平面形を呈する。

側縁部周辺は剥離整形がなされているが,表裏面は自然面をそのまま残している。研磨は刃部周辺
に集中している。556は頁岩製である。表面は狽I縁部及び基部周辺に整形の際の敲打痕がそのまま残

り,刃部周辺に研磨が施されている。裏面は敲打痕が主である。全長10cm程と小形で,再加工品と

思われる。557は側縁部が剥離整形されている。側縁部を除き,比較的全面に研磨が施されている。

刃部は一部研磨されているものの,剥離痕が残り明確な刃を形成していない。全長1lcmと 月ヽ形であ

第86図  磨製石斧石材内訳
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る。558は頁岩製である。整形の手間を省くために,短冊形を呈する河原石をそのまま利用している。

表面は側縁部と刃部のあたりに若千研磨が認められる。裏面は中央部のあたりに敲打痕が残る。

Ⅲ類 (第39図 )

559・ 560は刃部のみしか残存していないため,全体の形状は不明である。刃部は薄くて幅が広く

丸みをもった刃を形成する。表裏面とも全面に研磨がなされている。

V類 (第89090図 )

561は頁岩製で,両側縁がほぼ平行し,刃部は直線的で幅が広く厚みをもった刃を形成する。刃部

を中心に研磨が施されているが,狽1縁部及び背面に剥離面を残している。562・ 563は両側縁がほぼ

平行し,刃部は丸く厚みをもった刃を形成する。基部を欠損しているが,残存部全面に研磨が施さ

れている。5621よ砂岩製,563は頁岩製のやや小形なもので,両方とも側面が面取りされている。564

は頁岩製で,基部へ向かってやや細くなる形状を呈すると思われる。側面は面取りされており,刃

部はやや丸く厚みをもった刃を形成する。敲打による器面調整のあと,ほぼ全面に研磨が施されて

いる。565は頁岩製で,両側縁がほぼ平行し,刃部は直線的でやや厚みをもった刃を形成する。側面

は面取りされている。敲打による器面調整のあと,刃部を中心に研磨が施されている。

V類 (第 91図 )

566は頁岩製で,石斧の基部部分である。両側縁は面取りされ,敲打による器面調整のあとほぼ全

面に研磨が施されている。567は頁岩製で,小形の丸ノミである。刃部は丸く片刃である。全面に研

磨が施されている。568は頁岩製で,石斧の基部部分である。表裏面ともに剥離面と研磨部分が認め

られる。5691ま砂岩製で,河原石を利用して刃だけ加工したものである。両側縁は面取りされている。

全面的に研磨が行われているが,縁辺部を中心に自然面が認められる。570は頁岩製である。本来は

大きな石斧だったものを小さく作 り直したものと思われる。剥離面・敲打痕・研磨が認められる。

側縁部は一部面取りされている。571は頁岩製で小形のものである。567と 同様に丸ノミの可能性が

高い。刃部はほぼ直線で薄めのものである。全面に研磨が施されている。

Ⅵ類 (第92図 )

572は頁岩製で,基端部が一方の側縁に偏る北古賀タイプと呼ばれる形態を呈する。未完成品で剥

離面を多く残し,細かい敲打による器面調整が行われている。573は頁岩製で,572と 同じく北古賀

タイプである。側縁と背面には敲打による器面調整痕を多く残し,表面は刃部を中心に研磨が施さ

れている。

Ⅶ類 (第 92・ 93図 )

574は砂岩製で,乳棒状の石斧の基部である。側面は面取り的にやや調整され,全面に研磨が施さ

れているが,背面を中心に一部敲打痕を残す。575も砂岩製で乳棒状を呈する。上半部は敲打による

器面調整が行われ,下半部は研磨が施されている。刃部部分は欠損している。敲打と研磨によって
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第90図 磨製石斧 4
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575

第93図 磨製石斧 7

側面調整もなされている。576は頁岩製で同じく乳棒状を呈する。刃部部分は欠損している。細かい

敲打が全面に施され,器面 。側面調整が行われている。

⑦打製・局部磨製石斧 (第94図 )

577は打製石斧である。安山岩製で自然面を使用しており,左斜め上方向から剥離を行って素材剥

片を得ている。その後両側縁部と刃部に剥離を行って器面調整が行われている。背面は自然面をそ

のまま残す。刃部は厚みがある。578は頁岩製の打製石斧である。縦長剥片を使用しており,石斧と

しては薄めである。579は頁岩製の局部磨製石斧である。両面とも剥離調整が行われており,全体的

―-127-―
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第95図 独鈷状石器・石錘

な形状は短冊形に近いが刃部は軸に対して斜めの刃となる。刃部は厚みがあり,楕円形に近い。刃

部周辺を中心に研磨が行われている。
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③独鈷状石器 (第 95図 )

580は頁岩製の独鈷状石器である。欠損しているため残存部からの判断となるが,全体的な形状は

三角形を呈すると思われる。両面ともに丁寧な研磨が施され,側面は面取りがなされている。

⑥石錘 (第 95図 )

581・ 582は石錘である。河原石に一部加工を加えて製作している。581は頁岩製で,横側縁部と下

側縁部の一部に剥離を入れて快 りを作出している。5821ま安山岩製である。上下側縁部に剥離を入れ

て快 りを作出している。

⑩磨石 (第 96～103図 )

磨石は77点出上した。磨石としたものの

中には敲打痕を残すものもあり,敲石と明

確に区分できないものもある。敲打痕を残

していても,磨面の痕跡の割合の方が大き

い場合は,磨石と判断した。石材の内訳と

しては,安山岩製が67点で全体の87%を 占

め,次に堤灰岩製が 9点で12%,砂岩製 1

点で 1%と なっている。出土点数77点のう

ち22点を図化した。

出上した磨石は正面形態・断面形態・使

用痕跡などに基づき4類に分類した。各分類の特徴は以下のとおりである。

【磨石分類】

lE正面形態

た 円 形  幹 彫

(::乗正

α 方 形

2.断面形態

A.球 形   B.楕

3日 使用痕跡

A.磨 面    B.磨 面 +敲打面

【 I類 :A一 A一 A,A一 A― B】

正面形態は円形を呈し,断面は球形である。基本的に両面に磨面が見られるが,一部に敲打が認

められるものもある。

【 Ⅱ 類 :A― B― A,A― B一 B】

正面形態は円形を呈し,断面は楕円形である。両面に磨面が見られる。

正

正

不

ａ

　

ｂ

形円 C.方 形
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第97図 磨石 1
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【Ⅲ 類 :B一 A― A,B― B一 A】

正面形態は精円形を呈 し,断面が球形あるいは楕円形のもの。両面に磨面が見 られる。

【V類 :C― C一 A,C― C― B】

正面形態・断面形態ともに方形を呈するもの。いずれも磨面が見られるが,敲打が認められるも

のもある。

I類 (第97図 )

583は凝灰岩製である。丸形で断面は球状を呈する。両面に磨面が見られるが,表面は磨りが強く

平坦となる。584は安山岩製である。丸形で断面は球状を呈し,両面に磨面が見られる。585も 安山

岩製である。表面には磨面があり,左側縁部に敲打痕も認められる。

Ⅱ類 (第 97・ 98・ 99図 )

586～ 589は安山岩製である。丸形で断面は楕円形を呈し,両面に磨面が見られる。589は全長

5。5cmと 小形のものである。591は 両面が磨面となっているが,背面には一部に擦痕が認められる。

側面には敲打痕が残る。

Ⅲ類 (第 98～101図 )

590は安山岩製である。正面形態は楕円形で断面は球形を呈する。両面に磨面が見られる。全長

5.9cmと小形のものである。592・ 5991ま安山岩製で,正面・断面形態とも精円形を呈する。両面に磨

面が認められる。593は安山岩製である。正面形態・断面形態とも楕円形を呈する。全面に磨面が認

められ,擦痕も明瞭に認められる。正面および右側面中央部には敲打痕による凹みを有する。594～

598は安山岩製である。いずれも正面形態は楕円形を呈し,断面形態は不整な精円形となる。両面に

磨面が見られる。594～596は ,それぞれ6.3cm・ 5.7cm・ 5。5cmと小形である。

V類 (第 102・ 103図 )

600は安山岩製で,正面形態は方形を呈する。断面形態は方形に分類したが,不整形で楕円形とも

分類できそうな形態である。表面に磨面が認められる。

601・ 603・ 604は正面形態・断面形態ともに方形で石鹸状を呈するものである。601は凝灰岩製で両

面に磨面が見られるが,背面には擦痕が認められるとともに,中央部には敲打痕を残す。603・ 604

は安山岩製で,603は厚さが4.7cmと 厚いものである。 602は安山岩製でやや歪な方形を呈する。両

面に磨面が見られる。

―-135-



）　朗
）

第101図  磨石 5



0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
10
Gl
n



809

√―
-4 1  `     ′り    、ヽ

` (｀        ■ !
ご
|  、.I

―

―
フ



①凹石 (第 104～ 110図 )

凹石は欠損品を含め,21点出土した。石

材の内訳としては,安山岩製が13点で全体

の62%を 占めている。そのほかに砂岩製が

4点,凝灰岩製が 3点,花聞岩製が 1点あ

る。出土点数21点のうち,15点を図化した。

出土した凹石は,正面形態・断面形態・

使用痕跡によって大別 6類に分類した。

605

Cm

第104図  凹石 1

第105図  凹石石材内訳
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1日 正面形態

①.隅丸方形  ②.楕円形  ③.不正円形  ④。円形  ⑤.棒状  ③.角形

2日 断面形態

A.方形  B.隅 丸方形  C。 長楕円形  D。 くびれ形  E.角 形

3.使用痕跡

a.全面敲打  b.表 裏面敲打 c.側面敲打 d.表裏側面敲打 e.敲打 +磨面

【I類 :①―B― a】

正面形態 。断面形態とも隅丸方形を呈し,使用痕跡が全面に見られるもの。

【Ⅱ類 :②―C― ae・ ②―C― d】

正面形態は楕円形で,断面形態は長楕円形を呈するもの。使用痕跡は様々である。また小形のも

のもある。

【Ⅲa類 :③―D― b】

正面形態は不正円形,断面形態は括れ形を呈するもの。

【Ⅲb類 :③―E― a】

正面形態は不正円形,断面形態は角形を呈するもの。

【V類 :④―C― de】

正面形態は円形,断面形態は長楕円形で,敲打のほかに磨面も有するもの。

【V類 :⑤―C一 d】

正面形態は棒状,断面形態は長楕円形を呈するもの。

【Ⅵa類 :⑥―E― b・ ⑥―E一 d】

正面形態・断面形態が角形を呈するもの。

【Ⅵb類 :⑥一D― b】

正面形態が角形で,断面形態が括れ形を呈するもの。
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第 106図 凹石 2
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I類 (第 104図 )

605は凝灰岩製である。表裏面の中央部付近に集中的な敲打による凹みを有する。側面は四面とも

敲打痕が大きく残り,頻繁に使用されていたことが伺える。

Ⅲ類 (第 106。 107図 )

606は砂岩製である。正面の中央部付近に敲打による凹みを有し,側面も四面とも敲打痕が認めら

れる。また表裏面とも磨面が見られ,磨石としても使用されている。607・ 608は安山岩製で,607は

正面の中央部付近に敲打による凹みを有し,側面は二面に敲打痕が認められる。6081ま表裏面とも中

央部付近に集中的な敲打による凹みを有する。側面は三面に敲打痕が大きく残り,頻繁に使用され

ていたことが伺える。

Ⅲa類 (第 107図 )

609は安山岩製で,表裏面の中央部付近に敲打による凹みを有する。表面は特に集中的な敲打によ

って深く凹み,断面形態が括れ状を呈している。右側面にも敲打痕が認められる。

Ⅲb類 (第107図 )

610は安山岩製である。形状が不正形を呈する。表裏面の中央部付近に集中的な敲打痕が認められ

るが,形状の特徴からか,あ らゆる面の縁辺部周辺に敲打痕が確認される。611も 安山岩製である。

表面の中央部付近に集中的な敲打による凹みを有する。また側面の縁辺部周囲にも敲打痕が認めら

れる。

V類 (第108図 )

612は花筒岩製である。表面の中央部付近に集中的な敲打痕が認められる。また縦側面にも縦位に

敲打痕が認められる。表裏面には磨面が認められ,特に背面は磨りの痕跡が顕著である。表面の敲

打による凹みがあまり顕著ではないことから,磨石との区別が難しい個体である。6131よ砂岩製であ

る。表裏面の中央部付近に集中的な敲打による凹みがあるほか,磨面も認められる。縦側面にも縦

位に敲打痕が認められる。サイズは小形である。

V類 (第 109図 )

614は安山岩製である。表裏・側面ともに敲打痕が認められる。特に表面は中央部付近の集中的な

敲打によって凹みを有する。615は砂岩製である下部が欠損している。表面・側面に敲打痕が認めら

れるが,表面・側面とも集中的な敲打による凹みを有している。一般的に円形などの場合は中央部

付近に凹みが認められるが,615は形状が棒状であり,凹みの位置も端に近い位置に認められること

から, トンカチのような感じで握って使用したと推測される。
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第108図  凹石 4

Ⅵ a類 (第 109。 110図 )

616。 617と もに安山岩製である。またともに欠損している。6161よ表面の中央部付近に集中的な敲

打によって凹みが認められる。また側面も集中的に敲打している。617は表面に2ケ所の集中的な敲

打が認められ,深い凹みが認められる。裏面は欠損している。

Ⅵ b類 (第 110図 )

618は砂岩製である。表面の中央部付近に集中的な敲打によって凹みが認められる。6191ま凝灰岩

製で,表裏面の中央部付近に敲打が認められる。敲打は集中的で,表裏面ともに深い凹みを有し,

断面が括れ形を呈している。

⑫敲石

敲石は35点出土した。敲石としたものの中には磨面が認められるものがあり,磨石と明確に区分

できないものもある。磨面があっても,敲打痕の割合の方が大きい場合は,敲石と判断した。石材

の内訳としては,安山岩製が25点で全体の71%を 占め,次に砂岩製が 8点で23%,そ の他に凝灰岩

製・頁岩製が1点ずつで 1%と なっている。出土点数35点のうち14点 を図化した。
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出土した敲石は,正面形態・断面形態・

使用痕跡ヶ所等によって 6類に分類 した。

各分類の特徴は以下のとおりである。

【敲石分類】

1.正面形態

①.円形 ②.楕円形 ③.長楕円形

④。方形

2.断面形態

A.楕円 B.球 形 C。 長楕円形
D.不定形

3.使用痕跡

a.側面敲打  b.表裏面敲打 c.表裏側面敲打 d.全面敲打 e.敲打+磨面

【I類 :①―A一 ae,①一A一 de】
正面形態は円形,断面形態は楕円形で,側面に敲打痕が認められるもの。

【Ⅱ類 :①一B一 be】

正面形態は円形,断面形態は球形で,表面に敲打痕が認められるもの。

【Ⅲ類 :②―A― ae】

正面形態・断面形態とも楕円形を呈し,側面に敲打痕が認められるもの。

【V類 :②―C― ae】

正面形態は楕円形,断面形態は長楕円形で,側面に敲打痕が認められるもの。

【V類 :③―C― ae,③―C― c】
正面形態 。断面形態とも長楕円形を呈し,側面に敲打痕が認められるもの。

【Ⅵ類 :④―D― ae】

正面形態は方形,断面形態は不定形を呈し,側面に敲打痕が認められるもの。

I類 (第 112・ 113図 )

620は安山岩製である。正面形態は円形,断面形態は楕円形を呈し,4側面とも敲打が認められる。

621・ 622も 安山岩製であるが,621は上下両側面に,6221よ全面に敲打痕が認められる。 3点いずれ

とも,表裏面には磨面が認められる。

第111図 敲石石材内訳

□ 安山岩

■ 砂岩

□ 水晶

露 凝灰岩

■1頁岩
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第113図 敲石2
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Ⅱ類 (第113図 )

623は安山岩製である。正面形態は円形,断面形態は球形を呈し,表面全体に敲打痕が認められる。

背面には磨面が認められる。

Ⅲ類 (第114・ 115図 )

624は安山岩製である。正面形態 。断面形態とも楕円形を呈し,下側面に敲打痕が認められる。

625は安山岩製であるが,全長6.3cmと 小形のものである。左右の側面と下側面に敲打痕が認められ

る。626も 同じく安山岩製で5.4cmと 小形のものである。表面及び下側面に敲打痕が認められる。ま

た,表裏面には磨面も認められる。627は砂岩製である。右側面と下側面に敲打痕が認められる。

628は安山岩製である。下側面に敲打痕が認められる。624～628いずれも表裏面には磨面が認められ

る。

V類 (第 115図 )

629は砂岩製である。正面形態は楕円形,断面形態は長楕円形を呈し,左右の側面と下側面に敲打

痕が認められる。全長6.2cmと 小形のものである。表裏面には磨面が認められる。

V類 (第 115・ 116図 )

630は砂岩製である。正面形態・断面形態とも長楕円形を呈し,左右の側面と下側面に敲打痕が認

められる。敲打痕はそれぞれ小規模で,集中的である。表裏面に磨面は認められない。631も砂岩製

である。左右の側面に敲打痕が認められる。表面には磨面も認められる。6321よ安山岩製である。表

裏面の中央部周辺,右側面に敲打痕が認められる。本来は凹石に分類すべきものかもしれない。

Ⅵ類 (第 116図 )

633は砂岩製である。正面形態は方形,断面形態は不定形を呈し,上側面に敲打痕が認められる。

裏面には磨面が認められる。

①ハンマーストーン (第 117図 )

ハンマーストーンは2点出土している。634・ 635はいずれも水晶製で,正面形態・断面形態とも

に不定形を呈する。左右両側面と下側面の広範囲に敲打痕が認められる。634が3.35cm,635は 2.8cm

といずれも小形のものである。

①礫器 (第 118～ 120図 )

礫器は26点出上し,う ち 6点を図化した。636は比較的薄めの円礫を用い,両側面と下側面部分に

押圧剥離による刃部調整が行われている。637も 円礫を用い,下側面に押圧剥離を行って刃部を形成

している。638は方形の自然礫を用い,下側面と上側面端部に押圧剥離が認められる。639も 方形の

自然礫を用い,下側面に押圧剥離を行って刃部を作出している。640は三角形に近い河原石を用い,

下側面に押圧剥離を行って刃部を作出している。刃部は直線状である。641は剥片素材を用いており,
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錢 634

635

界117図 ハンマーストーン

断面は三角形状である。縁辺部に両側から剥離調整を行って刃部を形成している。636～ 641の 6点

すべて安山岩製である。

①軽石製品 (第 121・ 122図 )

軽石はパンケース 3箱分ほど取り上げてあるが,人工的なものの可能性が考えられたのは 5点の

みであった。これら5点すべてを図化した。

642は正面形態が精円形を呈するもので,全長8.3cmである。表面中央部には凹みが見られる。643

も正面形態が楕円形を呈するもので,全長8.2cmで ある。644は欠損しているが,円形状を呈すると

思われる。縦断面は精円形で厚みがある。645は三角柱状を呈するもので,全長13.4cmで ある。断面

はきれいな三角形を呈する。6461ま楕円形を呈する。

①石核 (第 123図 )

石核は 3点を図化した。647は腰岳産黒曜石である。自然面を打面とし,打点転移を行いながら剥

離を行っている。648は上牛鼻系黒曜石である。647と 同様,自然面を打面とし,打点転移を行いな

がら剥離を行っている。649は安山岩製である。円礫を利用し,単一方向から打面を作り出しながら

剥離を行っている。
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646

第122図  軽石 2

①石皿 (第 124～ 133図 )

石皿は71点出土した。石材は安山岩製が68点で96%を 占め,残 りは砂岩製が 3点で 4%であった。

これらは全長40cm近い大形のものから,破損した小片まで様々である。出土した71点中19点 を図化

した。

650は安山岩製である。 5つの破片が接合したもので, lヶ所欠損しているがほぼ完形となる。楕

円形を呈し,全長17.3cmで ある。使用頻度が激しく,中央部は深く凹む。651も 細かく破損したもの

であるが, 2点が接合した。磨面は平坦である。652は表面が強く磨られており,断面形態が台形状

となる。653・ 654は磨面が平坦なもので,6541ま 2点が接合している。655は両面に磨面が認められ

る。656は両面に磨面が認められ,中央部がやや凹む。657は全長31.8cmの 完形品である。磨面はや

や凹む。658も 完形品で,全長31.5cmで ある。表面を磨面にしており,磨 りによって平坦面が形成さ

れている。659は表面に弱い磨りが認められる。660・ 661は破損により小片となっているが,表面に

強い磨りが行われており,磨面が傾斜している。661も 表面に磨りが認められ,磨面が傾斜している。

662・ 663は磨面が平坦である。664は砂岩製で円礫を利用しており,表面の磨面には敲打痕も認めら

れる。665は表面に平坦な磨面が形成されている。666は破損しているが,残存部の磨面の範囲が狭

い。667は砂岩製で,表面のみでなく,側面にも磨りが認められる。668も 砂岩製で,表裏側面のあ

らゆるところに磨りと敲打痕が認められ,石皿としてだけでなく,台石としても利用されていたこ

とが伺える。
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⑪台皿 (第 134・ 135図 )

台石は 8点出土した。石材の内訳は安山岩製が 6点で全保の74%を 占める。その他に凝灰岩製と

頁岩製が各 1点ずつある。 8点中 5点を図化した。

669は安山岩製である。破損のため大部分が欠損しているが,表面に敲打痕が認められる。670は

凝灰岩製で,丸い河原石を利用したものである。表面側縁部と背面に敲打痕が認められる。671は安

山岩製で表裏面に敲打痕が認められる。表面は特に中央部に敲打が集中している。6721よ表裏面及び

左側面に敲打痕が認められる。673は安山岩製で不定形な河原石を利用したものである。平坦部分を

作業面としており,中央部あたりに数力所の敲打痕が認められるほか,側面にも小さな敲打痕が認

められる。

第 2節 弥生時代
本遺跡からは,弥生時代の遺構は確認できなかった。遺物も出土点数18点とわずかである。器種

的には突帯文土器と弥生前期の土器が出土している。しかし,いちき串木野市と日置市にまたがる

市ノ原遺跡でも,突帯文土器や弥生前期の壺形土器など同様の遺物が出上しており,こ のあたりに

弥生早期～前期にかけての遺跡が点在している可能性がある。

2-1:弥生時代の出上遺物

①弥生時代の上器 (第 136・ 137図 )

出土した土器18点のうち,ll点 を図化した。674～ 6841ま突帯文土器の奏の口縁部である。674～

676は甕の口縁部で,674・ 676は口縁端部からやや下がったところに突帯を張り巡らせる。675は口

縁端部に接して突帯が貼付されたものである。674は外面が板状工具による調整が施されており,内

面は貝殻条痕と思われる調整のうえから丁寧なナデが行われている。また突帯を貼り付ける際につ

いたと思われる指頭圧痕が認められる。675・ 676は状態があまり良くないものの,基本的にはナデ

調整と思われる。675の内面はヘラナデと思われる工具幅の痕跡が弱く認められる。677は奏の口縁

部付近と思われる。内外面ともナデ調整で,内面には突帯を貼り付ける際についたと思われる指頭

圧痕が認められる。

678～ 6801よ奏の胴部屈曲部付近と思われる。678・ 679は ,外面は板状工具による調整が行われて

おり,678は内面にも板状工具によるものと思われる条線が見られる。679の内面はナデ調整であり,

突帯を貼り付ける際についたと思われる指頭圧痕が認められる。680は欠損状況から678・ 679と 同様

に胴部屈曲部付近と考えられるが,内面の剥落が著しく,断定できない。681は入来 I式上器である。

口縁部は短く,ほぼ平坦で逆L字状を呈する。端部が凹む。胴部はわずかに張りをもつ。外面は細

かなハケロ調整のあと丁寧なナデが行われており,全体的にススが付着している。内面はナデ調整

である。内外面ともに,成形の際についたと思われる指頭圧痕が認められる。

682～ 6841ま壷形土器である。682は壺の頭部～胴部で,大きく張った胴部からやや内傾して顎部が

立ち上がる形態をしている。外面は丹塗りのあと頸部は斜位のミガキ,胴部は横位のミガキが施さ

れている。内面はナデ調整である。弥生前期の壷である。683・ 684は壺の底部で,6831よ底径が5cm

弱と小さく,微妙に凹んでいる。底部から胴部に向けて立ち上がらずに開いて行く形態をしている。
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684は底部が直線的に立ち上がったあと開くもので,高台状を呈している。683は外面が丁寧なナデ

調整で,内面もナデ調整である。底部からやや立ち上がったあたりに指頭圧痕が認められる。6841ま

外面調整は不明であるが,内面はナデ調整と思われる。
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付編 1 旧石器時代の調査

本編は,旧石器時代の調査成果をまとめたものである。通常ならば一番最初に掲載すべきである

が,以下の理由から本報告という形を採用せず,付編という形で掲載することにしたものである。

第 1節 調査時における旧石器時代遺物の出土状況
V層の調査は,Ⅳ層調査終了時点で地域全体を対象として行った。調査は,10数本の長いトレン

チを設定して順次行い,B～ Hぃ22～ 33区から遺物の出上がみられた。しかし,層の状態は明確なチ

ョコ層 (V層 )の範疇に含めることが躊躇されるほど不安定で不明瞭なものであり,確実に “生き"

ている層とはとても言えない状況であった。このV層出上の遺物は,B～ H‐22～33区ほぼ全体に散

布している状況が見て取れるものの,C-25区に割合に集中する箇所が見られるほか,B～ G‐29～32区

に緩やかなまとまりが見られる。遺物はフレークやチップ,摩耗した小さめの原石が出土している。

さらに下層からも黒曜石等が出土しており,こ れらは現場での取り上げでⅥ～Ⅷ層とした。Ⅵ層は

F‐32区あたりにややまとまりが見られる。Ⅶ層はF'G‐20・ 21区に集中性が見られ,Ⅷ層はF・ G‐ 18

～23区で出上が見られた。しかし,Ⅵ・Ⅷ層は砂礫層であり,人房川が暴れたことによる層の堆積

であると考えられることから,こ の中に含まれる遺物も生産・使用 。遺棄という意味での原位置と

は考えらなかった。また旧石器時代該当の遺物である三稜尖頭器がⅢ層から出土するなど,地形の

特徴からか,層位的に安定した出土状況を示さないものもあった。

このような理由から,調査段階においては確実な旧石器時代の包含層は存在しないとの認識であ

った。しかし,整理・報告書作成作業を行う段階で確実に旧石器時代の遺物が出土していることが

判明したことから,参考資料との位置づけではあるものの掲載することとした。

第 2節 旧石器時代該当の出土遺物
旧石器時代に該当すると思われる遺物のうち,18点 を図化した。内訳はナイフ形石器 8点 ,台形

石器 6点,楔形石器 1点,石槍 1点 ,三稜尖頭器 2点である。

①ナイフ形石器 (第140図 )

685～ 692はナイフ形石器である。 8点のうちⅢ層から1点,Ⅳ層から2点,V層から5点出土し
ている。692を 除き,いずれも上牛鼻産系の黒曜石を用いている。685～ 691はいわゆる狸谷型と呼ば

れるタイプと思われる。いずれも比較的厚みのある幅広の剥片を素材にとしている。側縁部にはブ

ランティングを施して二次加工を行っている。剥片の鋭利な側縁を刃部として利用している。

692は切出し形のナイフ形石器と思われる。霧島系の桑ノ木津留産である。剥片の末端部を刃部とし

て,切出し型を呈している。

②台形石器 (第 141図 )

693～ 698は台形石器である。 6点のうち I層から1点,Ⅲ層から3点 ,Ⅳ層から1点,V層から
1点出上している。 6点すべて上牛鼻産系の黒曜石を用いている。693・ 695・ 697は幅広で厚みのあ
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る剥片を用いており,側縁の鋭利な部分を刃部としている。694・ 666・ 6981よ 縦長で比較的薄い剥片

を用いている。

③楔形石器 (第 141図 )

699は楔形石器である。上牛鼻産系産黒曜石製で,Ⅲ層から出土している。

④石槍 (第141図 )

701は石槍である。安山岩製で,Ⅳ層から出土した。基部を欠損している。

⑤三稜尖頭器 (第 141図 )

700・ 702は三稜尖頭器である。7001ま安山岩製でⅣ層から,702は三船産黒曜石製でⅢ層から出土

した。700'702と も側縁に二次加工が認められる。702は刃部を欠損している。

表 5 縄支石器観察表
囃
ｍ

障
ｍ
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表 6 縄文土器観察表 2
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表 7 縄文土器観察表 3
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